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研究担当者会議保護部会長楠木 学

材質劣化分科会の発足からすでに 10年以上の年月が経過しました。現在この分科会は所期の目的

を達成し、このうちの一部は病害分科会に形を変え、別な目標に向かって活動しています。顧みます

と、この材質劣化分科会の発足当時、九朴1各県の林業試験場にはベテランあるいは新進気鋭の樹病研

究者が最低 1名はおられ、熱気に満ち溢れていました。また、この頃は収穫期にさしかかったスギ・

ヒノキに初めて顕在化する病害虫、いわゆる材質劣化病害虫が問題になっていた時期でもありました。

昆虫分野ではすでにヒノキカワモグリガ分科会が発足し、県林試で行われる県単独の実施課題や国か

らの補助金による課題と国（林業試験場＝現森林総合研究所）で行う特別研究が併行して行われ、そ

の中で分担あるいは共同で行われる課題が整理され、車の両輪のように うまく連携してヒノキカワモ

グリガ研究が進められていました。これを横目で見ながら大変うらやましく思ったもので した。病害

分野でもスギ・ヒノキの根株腐朽病、スギ暗色枝枯病、それに九州地域でもその存在が明 らかにな り

始めたヒノキ漏脂病といった材質劣化病害への取り組みの必要性が痛感されていました。このような

状況でしたから材質劣化分科会の発足に反対する人は 1人もおらず、話が持ち上がってからはトント

ン拍子で進みま したが、 それでも手続き上提案されてから発足までに 1, 2年はかかったように記憶

しています。

当初、樹病研究者がこの分科会で一番実現したかったことは、同じ材料を見ながら研究を進めると

いう ことではなかったかと思います。現物を日の前にすれば何十枚の写真、あるいは何十枚にもわた

る文章にもまして情報を共有することができますし、現地調査の方法にしても一度一緒に現地調査を

行うだけで、 言葉や文章による伝達よ りはるかに正確にまた効率よく共通の調査方法をマスターし、

意思統一を図る ことができます。こうすることによ って似て非なるもの言い換えればまぎらわしい病

害や症状に惑わ される ことなく研究を進める ことがで きました。また九朴1各県の様々な場所で病気の

出方がどのような要因によ って左右されているか、どのような感染生態をしているかなどと いった重

要なポイントが密度の高い調査により正確に絞 り込まれてきたことは改めて申すまでもあ りません。

またこの分科会活動が材質劣化病害を国補課題として実施する機運にもつながったと思います。

そのようなわけで、この報告書からもわか りますように、暗色枝枯病、ヒノキ漏脂病、スギ・ヒノ

キ根株腐朽病について数々の重要な知見が得られま した。 これらの成果は上記のいく つかの重要病害

の回避に重要な指針を与えるものと確信いたします。 10年も経つとメンバーもだいぶ変わってしま

いましたが、分科会のリ ーダーあるいはメンバーと してこの会を リー ドしていただきました皆さんに

深く敬意を表します。今後この成果を類縁の病害も含めて簡単な被害回避指針とともに病害写真集に

まとめていただければ、林業現場でより広く活用していただけるのではないかと思います。
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I 分科会の各年度の参加者と活動状況の写真

平成 3年度 福岡県添田町英彦山での現地検討会

平成11年度 熊本県菊池市での成果発表会
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I 分科会の各年度の参加者と活動状況
とりまとめ：小河誠司

1. 平成元年度一平成元年 9月 8~9H （於：森林総合研究所九小l・I支所）

出席者：小河誠司（福岡県） 、灰塚敏郎（佐賀県）、久林高市（長崎県） 、宮島淳二（熊本県）、

千原賢次・高宮立身（大分県）、讃井孝義（宮崎県）、村本正博（鹿児島県）、楠木 学・

清原友也・河辺祐嗣・池田武文（九ヽ州支所）

検討内容：現地検討会を熊本県矢部町で実施し、ヒノキ漏脂病の特徴（被害程度の共通認識）、林分

調査の要領（発生要因、誘引としてのt]キカリモク→リがの関与）を検討した。研究内容について

は、次のとおり協議された。

① ヒノキの漏脂性病害；国庫補助として取り組まれる内容の説明 を受け、分科会としては、

国庫補助の設計に準じできるだけ調査する。

② 暗色枝枯病；支所、宮崎県から病徴、菌の分離法と菌叢の特徴の説明を受け、分布調査を

先ず実施し、菌の分離及び接種は実行可能な県で行う ことを確認した。

③ 根株腐朽症，確定された病原菌と被害症状について説明を受け、各県では被害実態を調査

することを確認した。

2. 平成 2年度一平成 2年10月24~26日（鹿児島県宮之城町）

出席者：小河誠司（福岡県）、灰塚敏郎（佐賀県）、久林高市（長崎県）、高宮立身（大分県）、

黒木逸郎（宮崎県）、村本正博（鹿児島県）、清原友也・河辺祐嗣（九州支所）

検討内容：現地検討会を鹿児島県国分市、牧園町（ヒノキ漏脂病、根株腐朽症ー根株心腐病被害地）

と、福山町（スギ暗色枝枯病）で実施し、伐倒剥皮等を行って、病徴等につき共通認識を持

つようにした。研究内容については、次のとおり協議された。

① ヒノキの根株心腐病 ；これまでの研究概要の説明を支所と鹿児島県から受けた後で、 各県

の被害状況が報告された。

② スギ・ヒノキ根株腐朽症；支所から これまでの分離菌について説明を受けた後、各県での

発生状況が報告された。

③ ヒノキの漏脂病；九ヽ州で分離された病原菌について、九外I支所、長崎県から説明された後

に、各県の研究状況が報告された。

④ 暗色枝枯病；宮崎県からスギ品種の感受性について説明がな された後に、各県の被害状況

が報告された。

⑤ スギ・ヒノキの根株腐朽症と スギの暗色枝枯病は、平成 5年度からの研究テ ーマとして、

平成 3年度の九州地区林業試験研究関係機関研究推進ブロック協議会に提出出来るよう に各

県で努力することが確認された。

3. 平成 3年度一平成 3年12月 4~6日（福岡県添田町英彦山）

出席者：青島清雄（元森林総研）、小河誠司・金子周平・大長光 純（福岡県） 、灰塚敏郎（佐賀

県）、久林高市（長崎県） 、高宮立身（大分県）、黒木逸郎（宮崎県） 、村本正博（鹿児島

県）、松浦邦昭・楠木 学・池田武文（九小卜I支所）
検討内容：現地検討会を添田町英彦山、小石原村行者杉（根株腐朽症とスギの蓮根腐れ病）で実施し、

発生原因、被害タイプと腐朽栢について青島清雄氏より説明を受けた。研究内容では、平成

2年度に実施した調査結果について報告があった。

① 青島氏より、石狩川源流調査を例にした風倒被害と菌類関与について解説を受けた。風倒

の大きな要因として菌類が関与していること、ある地形では一定の年月を経過すると菌類に

よる根系、根株、樹幹に菌類被害が発生することなどを説明され、育林には菌類の関与を考

慮する必要があることを示唆された。

② ヒノキ淵脂病；病原菌では Sarea属菌が長崎県、佐賀県、鹿児島県で、 Criptosporioides

属菌が長崎県で確認された。ヒノキカワモグリガと被害発生には関連が認められるが全てで
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③
 

④
 

はない。また、佐賀県からはヒノキの系統で被害率に差が認められそうだとの報告があった。

暗色枝枯病；各県から被害発生分布について報告があった。宮崎県からは、接種実験によ

るスギ系統間の被害患部の形状及び大きさの説明と、品種間の感受性の差は発病壊死部の長

さでは表現できないとの報告がなされた。

根株腐朽症；各県で分布調査の実施状況が報告された。持ち寄った菌株や菌叢写真で、青

島氏から病原菌についての助言を受けた。また、長崎県からは、腐朽のタイプ分けについて

報告があり、青島氏からは、腐朽タイプと病原菌について助言を受けた。調査では、被害額

（伐採部位の腐朽面積から腐朽高を推定）、シロアリとの関係、侵入門戸（侵入年次、施業、

獣害との関係）が判るように実施することが話し合われた。

4.平成4年度一平成 4年 9月 3日（森林総合研究所九朴1支所）

出席者：小河誠司（福岡県） 、灰塚敏郎（佐賀県）、久林高市（長崎県）、宮島淳二 （熊本県）、

高宮立身（大分県）、讃井孝義（宮崎県）、村本正博（鹿児島県）、松浦邦昭•河辺祐嗣・

池田武文（九州支所）

検討内容：研究内容については、次のとおり協議された。

① 材質劣化関連；地域で緊急に取り組むべき課題と して提出するように話し合われた。調査

野帳を統一し実態調査を優先的に行うこと、外部診断法を簡便な器具で行う方法、過去の各

県の成果を何らかの形で公表することなどが検討された。

台風被害；モメの問題は、試験地を設定し経時的に調査することが望ま しい。台風に関す

る病虫獣関連の参考文献一覧を配布（福岡県）。

広葉樹の問題；台風被害跡地を含めた広葉樹の植栽、管理等に関する意見が色々だされた

が、安易な形で広葉樹造林等を論ずるのは危険であるとの見解が多く 出された。また、広葉

樹造林地の成林率については、九州支所の研究発表会で、 「九朴1国有林の展望 (1957)」を

もとに報岩された。

ヒノキ漏脂病；取りまとめ県（長崎、佐賀県）から、取りまとめ様式の提案を受け、

内容を議論した結果、おおむね提案どおり了承された。

各県の平成 3年度の研究概要が報告された。

②
 

③
 

④
 

⑤
 

その

5.平成 6年度一平成 6年 5月30~31日（長崎県総合農林試験場）

出席者：小河誠司（福岡県）、灰塚敏郎（佐賀県）、石川光弘・久林高市・吉岡信一 （長崎県）、

宮島淳二（熊本県）、室 雅道（大分県）、黒木康夫・黒木逸郎（宮崎県）、村本正博（鹿

児島県）、河辺祐嗣・池田武文・石原 誠（九ヽ }|i支所）

検討内容：現地検討会が、国見町（根株腐朽被害調査地）、高来町（ヒノキ漏脂病試験地）で実施さ

れ、被害の実態、広葉樹に寄生したキゾメタケ子実体、試験方法等が検討された。研究内容

については、次のとおり協議された。

漏脂病、根株腐朽病について、平成 4~ 5年度の調査結果が、各県から報告された。
九州におけるスギ・ビノキの根株腐朽病、暗色枝枯病の調査設計書が決定された。

漏脂病では、佐賀・長崎県がと りまとめた森林防疫投稿原稿「九朴1地方におけるヒノキ漏

脂病被害の発生とその要因」が担当県から報告された。

①

②

③
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6.平成 7年度一平成 7年11月21~22B （佐賀県林業試験場）

出席者：小河誠司（福岡県）、灰塚敏郎・庄野章直・木村敏彦（佐賀県）、久林高市（長崎県）、

久保園正昭（熊本県）、室 雅道（大分県）、黒木逸郎・田村健一 （宮崎県）、村本正博

（鹿児島県）、河辺祐嗣・石原 誠・秋庭満輝（九州支所）

検討内容：現地検討会が、七山村（ヒノキ涸脂病試験地、スギ精英樹造林地と大径木での暗色枝枯病

発生地）、江北町（ヒノキ根株腐朽病調査地）で実施された。研究内容については、次のと

おり協議された。

根株腐朽病・暗色枝枯病の取りまとめ要領について協議し、必須項目を決定した。①
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〇 根株腐朽病；分布図ー調査地（被害ある、なし）を1/200,000地形図に、被害タイプ

（写真）と病原菌の性状をまとめる。調査野帳は出来る範囲で記載する。

〇 暗色枝枯病；分布図ー調査地（被害ある、なし）を1/200,000地形図に、林内分布図は

特徴のある調査地を平面図で表示する。調査野帳はできる範囲で記載する。できれば割材

調査、菌の形態及び性状調査結果も付記する。

〇 漏脂病；分布図ー調査地（被害ある、なし）を1/200,000地形図に。発生環境は下層植

生、枝打ち．間伐との関係を重点に調査し、クローン問差はヒノキ検定林で調査する。で

きれば病原菌の種類を調査するとともにその菌の接種試験を行う。また、侵入門戸として

ヒノキカワモグリガの加害痕との関係などを調査する。

② 各県から、調査研究の進捗状況が報告された。

③ 研究担当者会議で取りまとめるように決定されていた九州地方における干害について、福

岡県から森林防疫投稿原稿「九州地方におけるスギ・ヒノキの乾燥被害（干害） 」が提示さ

れた。

7.平成8年度一平成 8年 7月18~19日（大分県林業試験場）

出席者：小河誠司（福岡県）、灰塚敏郎（佐賀県）、久林高市（長崎県）、宮島淳二（熊本県）、

室 雅道・織田泰昌・遠藤 潔（大分県）、讃井孝義 （宮崎県）、村本正博（鹿児島県）、

石原 誠・秋庭満輝（九州支所）

検討内容：現地検討会が、大分県大山町（漏脂病）、天瀬町（漏脂病接種試験地、漏脂病被害地）で

実施された。研究内容については、次のとおり協議 された。

① 材質劣化病害についての各県の研究経過が報告された。

② 平成 7年度材質劣化分科会での検討内容のまとめが報告され、再度内容について検討がな

された。平面図は5m位の等高線を入れる。暗色枝枯病の割材調査では発生年 と時期を調査す

る。根株腐朽病では発生環境を、漏脂病では被害発生の無い林分の下層植生の被覆率を調査

する。

③ 材質劣化分科会の研究結果の取りまとめについて、とりまとめ要領、担当県、時期を検討

した。取りまとめ要領は「ヒノキカワモグ リガ防除法の研究」に準ずること、暗色枝枯病は

宮崎県、漏脂病は佐賀県、根株腐朽病は長崎県、材質劣化分科会の事績と各県の過去の研究

実績は福岡県が担当し、総括を河辺室長にお願いする こととし、取りまとめ時期は平成 9年

度末とされた。

④ 平成 6年度に発生した九州地方の干害について、宮崎県が取りまとめた結果を公表原稿の

形で報告された。ここでは、降水量20mm以下の連続した日数を基準とすることが提案されて

いるし、林齢、地形、基岩、病害との関係等にも触れている。

8.平成 9年度一平成10年 1月20~21日（宮崎県妖肥町、日南市）

出席者：清原友也（森林総合研究所）、小河誠司（福岡県）、灰塚敏郎（佐賀県）、久林高市（長崎

県）、室 雅道・織田泰昌・遠藤 潔（大分県）、久保園正昭•宮島淳二（熊本県）、讃井

孝義（宮崎県）、村本正博（鹿児島県）、河辺祐嗣・石原 誠・秋庭満輝（九州支所）

検討内容： 1月20日は、ヒノキ漏脂病と平成 7年度の乾燥害に伴うスギの暗色枝枯れ病の現地検討会

が田野町、北郷村、宮崎市の現地で実施された。製材工場で製材品に現れる暗色枝枯病患部

（小口面と板面）の状況を見学し、材質面での評価について議論した。

1月21日には北郷町「工芸の里」で、森林総合研究所の清原友也室長と熊本県林業研究指

導所の久保園正昭次長の講演があった。

清原室長は「環境調和型森林被害の防除技術に関して」と題して講演された。室長は今ま

でに手がけられた樹木病害に関する研究の流れを中心に話をされ、研究に際しては観察力と、

調査時に出てきた物は接種試験を必ず行うことの大切さを強調されるとともに、残された課

題についても言及された。

久保園次長は 「マツ枯れ防止技術に関する研究の軌跡」と題して講演された。次長が手が
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一

けられたマツ枯れ防止技術に関連する調査研究について、その方法と結果及び今後の課題に

ついて解説されるとともに、これからの防除技術に対する考え方を述べられた。特に、次長

は天敵微生物と生理活性物質についての豊富な知識と体験をもとに、これからはこれらの利

用技術に宿主の生理生態・抵抗性育種、害虫の生理生態、薬剤防除技術等を組み合わせた

「総合防除」という害虫の管理システムを体系化する必要があることを強調された。

このあと、宮崎県の讃井氏が現地検討会の補足説明を行なった。次に、九州支所、各県の

試験研究の現状が説明された。最後に、 「分科会とりまとめ誌」の内容が検討された。

9.平成 10年度一平成11年 1月21~22日（熊本県阿蘇郡小国町）

出席者：小河誠司（福岡県）、灰塚敏郎・石松 誠（佐賀県）、久林高市（長崎県）、宮島淳ニ・

大野和人（熊本県）、 室 雅道・高宮立身（大分県）、讃井孝義（宮崎県）、森田 茂（鹿

児島県）、河辺祐嗣•石原 誠・秋庭満輝（九朴I支所）
検討内容： 1月21Bには地元役場、森林組合、熊本県地方事務所の職員を対象に、 「スギとヒノキの

材質を劣化させる病害について」と題 して材質劣化分科会の講演会が（財）学びの里木魂館

で実施された。講演は、ヒノキ漏脂病、スギ暗色枝枯病、スギ根株腐朽病、ヒノキ根株腐朽

病について被害回避に結びつく調査結果を中心に行われ、講演内容について材質劣化分科会

員を含めた意見交換が活発に行われた。

1月22日には研究経過報告と、とりまとめ要領を検討するための会議が実施された。

① 各県の材質劣化病害の研究状況が報告された。

② 材質劣化分科会の報告書作成について議論し、平成11年 9月を目途に大まかな原稿を提出

する こととし、原稿執筆要領（図表込みで40字40行の20枚）、項目別の執筆担当者等を決定

した。

また、材質劣化分科会の今後のあり方についても検討した。

① 今の形での材質劣化分科会は平成11年度 9月の保護部会で終了する。

② 新たに「樹木病害」関係の分科会（再び材質劣化分科会となる ことも含め）をつくり、病

害関係研究員の情報交換と今後の研究方向について議論する。また、原則として現地検討会

を行う。平成11年度からは、分科会長は佐賀県の灰塚敏郎氏を推薦する。

③ 平成11年10月以降に材質劣化病害に関する講演会（報告会）を熊本県で実施するように努

力する。

11 共同研究の試験設計
とりまとめ：小河 誠司

試験設計は、分科会でその都度協議され、国庫課題の設計に活かされている。国庫課題に参画でき

なかった県は、国庫課題の設計に準じて調査を実施してきた。また、九州地区として、重点的に行う

項目が検討されたし、各県の事情により調査項目の選択が行えるようにされた。試験設計については、

それぞれの項で説明する。・

なお、各県で実施 した調査研究の成果は、それぞれの県で随時公表されたし、漏脂病は、平成 2~ 
4年度の成果が、取りまとめ県により森林防疫（久林・灰塚 1995、1996) に公表された。

m 九州地域で調査研究されてきた材質劣化病害の概要
とりまとめ：小河 誠司

材質劣化分科会の活動が始まる契機を知るには、九州地域で問題となってきた、また問題とされて

いる材質劣化病害を知る必要がある。ここでは、九州地域で調査研究された材質劣化病害について、

九州各県から報告された文献をもとに、森林総合研究所（各支所を含む）から報告された九ヽ｝卜1地域に

関連する文献も参考にして、平成10年度 (1998) までにどのような試験研究がなされてきたのかを、

歴史的に概観する。
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1.スギ・ヒノキの暗色枝枯病

本病の重要性の言召識課程については、伊藤（1973)が「樹病学大系 II」の中で記述している。本病

は、九州各地に発生したスギ造林木の胴枯れ・枝枯れ症状がかなりの被害をもたらすことから、その

重要性が認識されている。また、小林(1957a,1957b) 、徳重•清原(1962) 、徳重（ 1963) らにより、

風害、乾燥害、寒害などの誘引と密接な関係があることも指摘された。

その後、讃井(1986,1987a, 1987b, 1987c, 1989, 1993, 1995, 1996)、讃井・服部 (1987) 、讃井・橋本

(1987)、讃井・服部・小川 (1988) 、黒木・讃井（1992)、讃井 (1993) らは、宮崎県で発生した

暗色枝枯病被害木及び被害地域を調査し、本病の発生生態、恒常的発生の可能性、スギ品種による本

病に対する感受性、本病を誘引とした変色（クンショウ） ・腐朽の可能性、本病発生と乾燥害との関

係、後生芽と本病発生の関係等について報告している。小河（1994) 、小河・後藤 (1997) は、福岡

県での被害状況と病原菌の形態およびヒノキの台風被害木上で、山田ら(1986)が関西地方のヒノキ

の集団枯損木上で見いだしたBotryosphaeriasp.の大型胞子種と本菌の不完全世代を認めた ことを報

告している。

また、暗色枝枯病発生の大きな誘引となるスギ林の乾燥被害については、九朴1地域に関する報告文

献を、引用および参考文献欄に列記した。

2. ヒノキの漏脂病

本病については、鈴木ら(1988)が概説しているとお り、多くは非寄生性疾病として議論されてき

た。しかし、小林ら (1988,1990) により Sarea属、 Cryptospor i ops is属菌が病原菌と して報告された。

また、周藤（1991,1992) はCistella属菌を病原菌として報告した。 ここ にきて、北島(1927) が患部

から子のう菌を見いだして以来、ようやくにして漏脂病が病原菌によることが実証された。 しかし、

病原菌接種試験では、常時発病するわけではなく、茜株によっても発病程度に差が認められるなど、

発病機作には不明な点が多い。

九州地域に関する本病の古い報告は少なく （橋本・脇 1972) 、1980年代後半になって森林総合研究

所九州支所を中心に本病に関し、発生地、発生環境、誘引（ヒノキカワモグリガの関与の可能性等）

の面から報告がなされるようになった（河辺ら 1985，楠木ら 1987,1990,1991)。また、九朴1各県から

の報告は、材質劣化分科会発足以降の1990年代になってから である。

佐賀県では、灰塚•宮崎 (1991) 、灰塚 (1993) が、県内の分布調査及び林内環境 （下層植生）と
被害発生との関係、ヒノキ系統間の感受性差等を報告した。長崎県では、久林 (1990,1991,1992, 199 

4, 1999)が、県内の分布、 1月の最低気温と被害発生の関係、病患部の状況、病原菌の分離、ヒノキ

系統間の感受性差等について報告している。福岡県では、小河 (1993)が漏脂病とヒノキカワモグリ

ガの関係について被害木の解剖結果を報告しその可能性に言及している。また、小河 ・後藤(1999)

は被害発生に関与する発生要因として、標高、下層植生、枯枝下高を上げている。大分県では室 (19

99)が、大分県内の発生状況と発生環境（土壌型と本数被害率との関係、ヒノキカワモグリガ加害の

程度と被害率との関係）及びヒノキ家系別の漏脂病感受性の差異について報告している。宮崎県では、

讃井・服部・大河内(1989)が漏脂症状に関与する昆虫・菌類の関連について報告している。

また、国庫補助研究（1990~1993) の九州地区における成果は、久林・灰塚（1995)によって、 「九

｝ヽl、|地方におけるヒノキ漏脂病被害の発生とその要因」と題し取りまとめられ、森林防疫に報告されて

いる。

3.スギ・ヒノキの根株腐朽病
針葉樹の根株心腐病は、日本植物病名目録（2000) にはモミ類に 6種、 トドマツに10種、ツガ・コ

メッガに 4種、エゾマツに10種、トウヒに 2種、カラマツに 3種のアカマツ・クロマツに 3種、ゴヨ

ウマツに 2種、 スギに 4種 （ミヤマトンビマイタケ、 ‘)がJマンネンタケ、 キンイnアナタケ、 トドマツオオウス‘ラタケ） 、ヒノキに 4種

（エ‘J‘Jサビ位アナタケ、マツ）ネクチタケ、レンゲタケ、キ‘J‘メタケ＊） の腐朽菌が記載されている。

スギ・ヒノキの中で、九ヽ1+1で調査され明らかにされた腐朽菌は、ヒノキのキゾメタケ（きぞめたけ
病）、とスギのヒメカバイロタケモドキ（かば色根株心腐病）である。ヒノキのきぞめたけ病につい

ては、橋本・脇（1972) 、勝(1971) 、河辺(1994)、河辺・橋本(1985)が、最初に発生が確認され
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た鹿児島県での発見の経緯、病状、病原菌、発生地の状況等を報告しているし、スギのかば色根株心

腐病については、楠木（1990) が佐賀県での発生事例を報告している。

九州におけるスギ・ヒノキ根株屈朽病に関する報告は、前記のきぞめたけ病（北島 1927,勝・牧之

内 1969,青島・小林．勝 1970,勝 19711974a 1974b 1976a 1976b 1986, 橋本・河辺・滝沢•宮崎 19

83，村本 1986，橋本・脇 1972，村本・萩原 1988，河辺・橋本 1985) に始まる。

また、病原菌未同定の根株桐朽病被害に関しては、徳重・滝沢(1963) 、橋本・脇（1972) 、橋本

・堂圃•清原・鈴木(1978) 、鈴木・堂園(1979) 、吉田・鈴木(1979) 、堂園・鈴木(1980) 、村

本(1982) 、堂園・橋本(1983) 、河辺・橋本・堂園・松尾•宮崎（ 1983) 、河辺・橋本・宮崎(19

84) 、河辺・橋本・堂園（1984) 、河辺・橋本（1985) 、小河・中島・池田・河辺・堀田・橋本・閻

野 (1985) 、村本 (1986) 、河辺・橋本・久林(1987) 、宮島(19901994 1995 1996) 、久林 (199

2 1994 1995 1996a 1996b 1997 1998) 、村本・川原(1990) 、秋庭・河辺・久林（1997) 、小河・後

藤（1998)等により、腐朽症状調査、発生地の分布、発生林分の環境、接種試験、病原菌の分離手法、

病原菌の DNAによ る同定、腐朽の機械的判定技術などについて報告がなされている。

1955年以降に急激に増大した拡大造林が成林し始めた1965年頃、徳重（未発表）は、スギ・ヒノキ

特にヒノキ拡大造林地の材質劣化病害が、九小卜1における重要な課題になることを指摘していた。これ

は、保護と立地環境の関係も調査研究されていたことから、立地的に許容限界地域にヒノキが造林さ

れていく状況に危惧の念を抱かれての発言であったと考えている。

スギの蓮根腐れ病 スギの溝腐病

4. その他の材質劣化を伴う病害

前項以外の九小1、I地域における スギの材質劣化病害では、スギの溝腐病、蓮根腐れ病（カサウロコタ

ケ）があげられる。溝腐病は、林内感染の形態、系統・品種の苗木や造林木の感受性差、患部におけ

る病原菌の生存状況、材質に与える影響等が報告されている（徳重 19581966 1969，讃井・服部 198

6,河辺・橋本 1986,服部・讃井 1986,橋本・脇 1972,橋本・小河 1977,橋本・岸・棠園・清原・松永

・小河 1973,竹下 1970,前原 1969，徳重・清原 1968a1968b,清原・徳重 1967,清原・堂園・徳重 19

71)。

九小1,Iでの蓮根腐れ病は、 この材質劣化分科会が福岡県で1991年に開かれたおり、英彦山で青島清雄

氏が見いだされたもので、福岡県（1992) 、楠木(1990) によって報告されている。

ヒノキの材質劣化病害では、長崎県で久林 (1994) 、久林・楠木・林(1993) が未同定菌（白色腐

朽菌）による幹腐朽を報告している。また、九ヽ｝、卜1でのヒノキの樹脂胴枯病の分布は、下川 (1987) 、

小林編(1992) が報告していが、九小卜1における本病被害の実態の詳細はこれから調査する必要がある。

被害は造林地での感染と苗木による持ち込みの可能性が考えられる。

九州地域でも樹木の根株腐朽、幹腐朽は、広葉樹にも報告されている（橋本・棠園・河辺 1986,堂
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園・河辺・青島・小林・橋本 1984, 河辺・橋本 1984, 河辺・橋本・清原・堂園 1985、河辺•清原・橋

本 1986,堂園・橋本 19861987,河辺・橋本・清原 1987)。今後はスギ・ヒノキヘの感染経路を知る

上でも、広葉樹での被害実態の把握が必要になると考えられる。

また、森林の造成、取扱いが多様化する現在では、獣害、虫害、気象害、育林・伐採搬出時の根株

・幹への付傷が、材質にどのように関与するかも重要な課題である。
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w 共同研究の成果

1. スギ・ヒノキの暗色枝枯病の写真

写真一 1 枝の枯死

写真ー 4 発病枝と露出した材

（一部に巻き込みが見られる）

-12 -

写真ー 2 枝と内樹皮の壊死

写真ー 3 干害発生時の枝の枯死



写真ー 5 被害材木口面の変色

写真一 6 製材された被害材
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1. スギ・ヒノキの暗色枝枯病

とりまとめ：讃井孝義

1. 1 はじめに

九州において発生する主なスギの病害は、暗色枝枯病（病原菌： Guignardia cryptomeriae • 不

完全世代： Macrophoma sugi,以下本病と略）のほかに黒粒葉枯病・黒点枝枯病・溝腐病等があるが、

九州中南部はさしすぎ地帯であるため、溝腐病はそれほど問題とはならない。黒粒葉枯病と黒点枝枯

病では、スギが枯死することはまれである。本病以外には、スギの中・壮齢木が枯死するような病害

は知られておらず、また、様々な材質劣化の原因となることなどから、本病の重要性はも っとも大き

いと考えられる。

本病病原菌のスギに対する病原性はそれほど強くないと考えられるが、土壌の乾燥が極端な場合は

枯死に到ることがある。また枯死しないまでも、時として腐朽材や黒心材、 シロアリの寄生等の原因

となる。さらに、かつてボタン材と呼ばれて問題となった被害の一部にも、本病被害が含まれている。

スギ暗色枝枯病菌の存在は古くから知られていたが、病害としての発生生態や病原性、侵入経路等

詳細については不明のままであった。しかし、近年、干害被害地で本病の発生がしばしば観察される

ようになり、さらに、本病が国庫補助課題として取り上げられたことによ って、これまでよく知られ

ていなかった本病の詳細が、少しづつ明らかになってきた。また、本病はヒノキやカラマツでも発生

することが知られている。ヒノキ暗色枝枯病についての報告は少ないが、ヒノキ漏脂病の調査が進む

とともに、本病によく似た病徴を示す被害の存在が知 られるようになってき た。 これまで漏脂病と 考

えられてきた被害の一部に本病が含まれ、漏脂病の発生誘因のひと つになっている可能性が検討され

つつあるところである。

1. 2 暗色枝枯病の病徴

澤田 （1950) によれば暗色枝枯病の病名の由来は、感染部分の枝の基部付近に病原菌の子のう殻が

形成され、その部分が暗色を呈することから命名 されている。したがって、 病名の由来は病徴ではな

く標徴によっている。本病の病徴は写真に示したように、枝を中心と して樹幹表面の内樹皮と形成層

が紡錘形状にえ死し、枝が枯れると い うものである（写真ー 2) 。緑の樹冠の中で真っ赤になって枝

が 1本枯れるので、よく目立つ（写真一 1)。このような枝の枯れ方は恒常的な発生をするタイプの

被害地に多く、干害の被害地で突発的に発生する場合はもっと多くの枝が枯れ、樹冠のほとんどの枝

が真っ赤になる こともある（写真一 3) 。内樹皮と形成層がえ死するため、木部（材）が露出する（写

真ー 4) 。枯死した枝と周辺の露出した木部は次の成長期以降、周囲の健全な形成層による巻き込み

が始まり 、閉塞が完了するには 1～数年を要する。閉塞が終わったあとは、樹幹表面に樹幹に沿った

縦に長い溝となって残る。材内部ではえ死した形成層面から心材部へ向かって、 V字型の変色が起こ

る。これを材の横断面で見ると、写真のように扇形の変色が現れる（写真一 5)。これはかつて問題

とされたボタン材のうち釘型と呼ばれるものである。ボタン材が盛んに研究されていた当時、研究を

担当していた関係者によれば、暗色枝枯病被害材に見られるこのような変色を a2型に区分したとのこ

とであった。ボタン材には他にも種々原因はあるかも知れないが、かなりな部分を本病が占めている

と考えられる。

本病や干害の常習地ではこのような木口面の変色が多数現れる。伐採されて橙積みされた材の木口

を見ると、どの木口も変色だらけという場合がしばしばある。本病が発生するという ことは、その林

分の地形・地質に問題があるというごとであったり、また、多くの場合、一林分すべて同一品種であ

るため、本病に対する感受性が均ーである ことなどから、被害の発生は単木的ではなく、林分単位で

あることが多い（写真一 6)。

被害木には病原菌の柄子殻が形成され、え死部直上の外樹皮中でみられる。干害被害木（枯死木）で

は樹幹を一周するように形成される。本病は中・壮齢木のみならず苗木でも発生し、 この場合はほと

んど干害や凍害として処理されている。切り捨て間伐された丸太や、気象害によ って枯死した苗木の

外樹皮中にも、病原菌の柄子殻がしばしば観察される。
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1. 3 研究の流れ

1. 3. 1研究のあゆみ

1927年、原はスギ赤枯病の患部に Macrophoma属菌の寄生を認め、これを Macrophomasugi HARA 

と命名した。

1927年、北島は鹿児島県川内市のヨシノスギに発生する病害について、病原菌は未詳のまま、新病

害「スギ樹の心腐病」として報告した。その後、 1950年代に至るまで本病に関する記録はみられない。

1950年、澤田は東北地方で針葉樹に寄生する菌類を調査し、そのなかでスギの茎や葉に寄生する

Guignardia cryptomeriae SAWADAを新種とし、病名を暗色枝枯病と記載した。 1957年に小林は、九

州で発生した枝枯れ被害に関与する菌について調査し、患部に Macrophoma sugiの寄生を認めた。

さらに胞子形成実験によってこの菌が Guignardia cryptomeriaeと同根関係にあることを明らかに

した。

1959年、徳重は九州地方で多発したスギ幼齢林の枯損被害を凍霜害であるとし、その被害部に

M. sugiが寄生していたことを報告した。さらに、長崎県や宮崎県で発生した乾燥被害と、本病の関

連について言及した。 1963年には、昭和30年代に九州各地で発生した干害の調査で見いだした病害の

病徴が、北島 (1927)のスギ心腐病と一致し、この病害の発生が乾燥被害と密接な関係にあることを

報告し、その症状から 「スギの幹腐病」と呼ぶことを提案した。その後も徳重(1959) は、宮崎県下

の乾燥被害について、 旧国立林試九州支場宮崎分場の温水と一緒に調査を行い、県側からも協力を行

ったとのことである。当時は拡大造林が盛んであった時代であり、九州全域で苗木に激しい凍害が発

生したことから、その結果は「造林地の寒さの害J(1968) として刊行され、そのなかに本病の関与を

うかがわせるような記述もある。しかし、本病発生と乾燥との関係については数編の報告を残したの

みである。その後、マツノザイセンチュウの発見などが続いて、本病については報告されていない。

一方、 1962年に小林はカラマツ暗色枝枯病について報告し、病徴・病原菌ともスギと同じであるこ

とを述べた。その後1967年に陣野らは、本病によるスギの被害が四国でも発見されたことを報告し、

雨が少ないことによる土壌の乾燥が本病の発生誘因となったことを述べている。さらに、 1968年入交

らは、土壌層の厚さと本病発生の関係を調査し、土壌層の薄い地域で発生が多いことを報告した。本

州での被害は1975年に関沢らが静岡県の被害を報告し、やはり土壌層の厚さと気象条件が、本病発生

の誘因となっているとした。また1985年には正木が高知県下の被害について、発生誘因を降水饂の少

なさ、土壌暦の厚さや地形的な要因などとしてあげている。

橋本らは、 1972年頃から、主として宮崎県下の林分においていくつかの調査を行った。調査内容は、

オビスギ品種見本林での品種別感受性の調査、寒害被害木での本病の発生などについてである。調査

は妖肥営林署管内板谷国有林や鰐塚山部分林などで行われ、その成果は林業試験場九州支場年報(19

75) に掲載されたが、論文として残されたものはない。

関西地方でも以前から本病の発生が知られており、気象害のあとの枝枯症状部分にも本病病原菌の

存在が報告されている。関西支所では、支所構内の集団枯死が本病によるものであり、菌の侵入に対

する樹木の防御機構について解明するという観点から、本病病原菌の接種試験を実施し、材の変色性

との関連も調査した。各地で分離されたMacrophoma sugiの接種試験等も行った。

1992年から森林総合研究所では木材・経営・樹病等の研究者が集まって特別研究「品質管理型林業

のためのスギ黒心対策技術の開発」に着手し、これには九州と関西の両支所も加わっている。そのな

かで、九州支所では本病が黒心の原因のひとつとなっていることを明らかにし、 「黒心化機構の解

明」 、 「暗色枝枯病発病促進要因の実験的解明」などの課題のもとに、品種別感受性の調査、接種試

験などを行った。また、関西支所では心材変色要因の究明、被害同避技術などについて研究を行った。

さらに、本研究には長崎大学と九朴l大学も参加し、黒心化のメカニズムや材の変色メカニズムについ

て研究を行った。

1. 3. 2 九州各県における本病研究の歴史

本病については、九朴l地区林業試験研究機関協議会保護部会においても取り上げられ、研究課題と

して採択されるようしばしば要望がだされていた。 1994年になってシステム化事業 「スギ・ヒノキの

材質劣化病害」として、本病やヒノキの根株腐朽病害、ニホンキバチによる材変色被害等が課題化さ
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れ、福岡・佐賀・大分・鹿児島の各県がこの調査に参加し、結果の取りまとめは鹿児島県が担当した。

宮崎県では別の予算（科学技術庁 生活・地域流動研究）で独自に取り組むこととな った。シス テム

化事業は1999年から課題名が「環境調和型森林病害制御技術の開発に関する調査」というタイトルと

なり、このなかで本病に関する研究も実施され現在に至っ ている。

このシステム化事業以前には、小河が1967年に乾燥による本病の発生を示唆している。その後、 19

91年の台風被害木上で観察された Botryospaeria属の菌について、さらに福岡県内での被害状況など

について報告している。また、大分県では1988年に裔宮がモトエスギの被害について報告した。

佐賀県では灰塚 (2000) がヒノキ漏脂病調査の際にしばしば見られるヒノキ生立木樹幹上の紡錘形

え死痕が、本病と同一の病害ではないかという調査結果を報告し、また、石松（2000) はスギ精英樹

Flの間で感受性に差があり、育種的防除方法の可能性を示唆した。

宮崎県では九州で最も被害が激しいことから、 1986年から調査を始めた。本病は被害の発生態様に

2つのタイプがあり、ひとつは突発的な被害、今ひとつば恒常的な被害であることを報告した。突発

的な被害については干害の発生と対応する本病発生が見られ、本病常習地の一部が干害の常習地と 一

致することを明らかにした。

1. 4 乾燥被害の実態調査

九州本土においては、本病被害は各地で見られ、極積みされた木材や建築中の家屋の骨組み部分に、

しばしば黒く変色した被害材を見る ことがある。しかし、地域によ ってはほとんど被害が見られない

ところもあり、被害が多発する場所では何らかの環境要因か、スギの品種が関与しているように思わ

れる。

本病発生が土壌の乾燥による干害に付随して起こる ことは、徳重(1959) 以来多くの報告が示唆し

ている。しかし、干害発生時における菌の関与について、系統だって証明したものはない。現在進行

中のシステム化事業の中で明らかにされる ことを期待し、本稿においても、干害と本病には因果関係

があるという立場で述べていく ことにする。

1. 4. 1被害の分布

1994年夏の少雨のあとに九朴I全域で大きな干害が発生 し、中・壮齢のスギが多数立ち枯れを起こし
た。その際、何らかの記録を残しておく必要があるという ことから、宮崎県と森林総合研究所九州支

所樹病研究室で、九州本土の各県に対してアンケ ー ト調査を行ない、 その結果を取りまとめて森林防

疫誌に投稿した（讃井、 1998)。以下、その取りまとめ結果から紹介する。なお、本稿でいう干害は

おもに中・壮齢木の被害に関する記述である ことをお断りしておく。

質問事項の一項に「干害被害地で本病被害を見ましたか」という項目があり、全県で見たとい う回

答を得た。そこで干害被害地すなわち本病被害地と考え、この時の干害被害分布図を本病の分布図と

し、図ー 1に示 した。スギがほとんど植栽されていない南西諸島以南を除いて、九州本土の中では一

部未調査の地域もあるが、それらの地域でも干害による立木の枯死があることが確認されており、お

おむね九州の広い範囲で発生する可能性があるといえよう。しかし、九朴1内でも気象条件には大きな

違いがあり、この年、九州北部では少雨の期間が数ヶ月に及んだが、南部では1~2カ月で終わっており、

そのため分布図も九州北西岸地域が激しい被害となっている。干害に関係なく 、純粋に本病の分布図

と し て作成された図は佐賀・長崎•福岡の各県のものがあるが、紙面の関係で省略する。

1. 4. 2 干害被害地の地況・林況

このアンケート調査で、干害が発生する場所としてあげられた地形地質上の特徴を列記すると、以

下のとおりである。なお、以下に述べる地形地質状の特徴・傾斜・方位等も干害について述べたもの

であるが、暗色枝枯病と読み替えても差し支えないと考えられる。

地形地質状の特徴では土壌の浅いところ、石礫の多いところ、急斜面の山腹、林縁、風衝地、切り

取り法面の上、崩壊地に接した斜面、岩石地、砂地、山脚部、尾根下部の地形変換点、谷の開口部、

採石場周辺ダム周辺、台風被害跡地、手入れ不足で竹が侵入した林分、南側に平野がある地域の南面

等があげられている。とくに急斜面の山腹と台風被害跡地、人為的に原地形を改変した周辺の林分で
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の枯損が顕著で、いずれもこれまでに危険地帯といわれていたような場所である。被害地の地況・林

況について、各県の調査結果を表ー1に示した。
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 ズ 図ー1 被害の分布（鹿児島屎奄美群島及び沖縄県は無被害、大分県は未調査）
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被害地の齢級はさまざまで、 1齢級から最高12齢級まで見られたが、最も被害が目に付いたのは 4

~ 6齢級の林分であった。しかし、宮崎県において後日、森林国営保険に寄せられた被害報告を調査
したところ、 90％以上が 1齢級の被害で、 2齢級以上はごくわずかであった。これは、森林保険への

加入が低い齢級の時期に集中しているためであると考えられ、今回のように中齢以降の被害調査の目

的では森林保険のデータは参考にならないことを示している。

林分の傾斜については、圧倒的に急傾斜の林分で多く、一部河岸段丘の平坦地でも見られた。斜面

位置では山腹斜面で多く、次いで山脚部・谷筋に多かった（福岡県）。滋賀県では平坦地で被害が多

く、その中でも河川敷及びその周辺での被害が多かったと報告されている。河川敷での被害は宮崎県

でも見られ、この原因として通常の降雨があるときと、少雨の状態になったときの環境較差が樹体に

ストレスを引き起こすと考えられる。

被害地の方位は、これまでの報告にあるように、南から西にかけての斜面で多かったが、一部では

方位に関係がない場合も見られた。標高については400mまで枯死が見られるものの、それ以上では中

．壮齢木では干害は発生していない。しかし、本病の発生は660mまで見られた（福岡県）。宮崎県で

も中・壮齢木干害の分布は標高200mまでの低標高地に多いものの、本病の分布は1,000mを超える林分

でも見られた。

本病に関する報告は、以前は九朴l南部、四国南部、静岡県などの太平洋沿岸部からの報告が多かっ

た。この点について1999年に讃井（讃井 1999a19996) は、 この地域は大量の雨が短期間に集中 し、

そのあとは晴天が連続するという南海型の気候帯に属しており、本病が発生する林分が多かったので

はないかと考えた。これらの地域では、気候帯の特性である降雨と乾燥の繰り返しによ って、スギが

しばしば水ストレスを起こし、本病の発生が多くなるのではないかと報告 している。

表ー 1 被害の概況

面積 被 害 被害林 最多被害 被害地の標高

県名 (ha) 林分数 齢 級 齢 級 方 位 新植地 中・壮麗造林地

福岡 222 1~ 9 6 南 0~300 

佐賀 14.2 400 1~ 7 5、6 東～南～西 0~500 0~400 

長崎 724 l~12 5、6 東～南～西 0~100 0~100 

熊本 740.5 4~ 6 傾向はない 0~100 0~300 

宮崎 200 3~ 5 4~6 南、北 0~200 

鹿児島 71. 2 l~ 7 6 南 100~200 100~200 

1. 4. 3全国的な分布

本病病原菌は澤田 (1950) によって記載されたが、その時供試されたのは青森・秋田 ・岩手の枯損

苗であった。このことから、東北地方でも菌の分布は考えられるが、病害としての被害は未確認であ

る。現在、報告されているものでは千葉県が北限であるが、讃井は茨城県稲敷郡で本病と考えられる

被害の痕跡を確認している。さらに、干害は九州のみならず本州方面でも発生しており、暗色枝枯病

が大量に発生した場合に干害になるのであれば、本朴1で干害発生の見られたところでは本病も発生す

ると考えられる。なお、吉武は寒害によって枯死木が発生した林分で、本病の痕跡と思われる症状を

栃木県黒磯市で確認し報告している。以前、冬場に発生する干害は九州以外では知られておらず、春

先の枯死はすべて寒害によるものとされていた。宮崎県の気象解析によれば、春に起こる枯損がそれ

ほど寒さが厳しいところではなく、沿海部でも発生することから、春に発生する枯損は干害である場

合も多いと考えている。宮崎県下では1996年から1997年にかけての冬の少雨によって、一部地域で春

に干害による枯死木が発生したが、それらの被害木にも本病の発生が確認された。なお、寒さの害に

よっても本病が発生することは徳重ら (1959)が報告している。
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1. 5 病原菌について

1. 5. 1 干害被害地に見られる菌

本病病原菌は干害被害木では常に見られ、組織分離によって優先的に分離されることは、すでに多

くの報告に述べられているとおりである。さらに、これらが接種試験によって本病特有の病徴を再現

し、患部組織から再分離される ことも報告されている。これらのことから、本病の発生に干害が大き

く影響していると考えられる。本項ではこれら干害被害木で見られた菌の形態について、福岡県の調

査結果を述べる。

1994年に全国的な渇水状態が発生し、福岡県でも大量のスギ壮齢木が枯死する干害が起こった。こ

れらについて1995年 1月から1996年 3月にかけて干害被害地 7林分で、暗色枝枯病菌の子実体の有無

を調べた。その結果、多くの枯死木で病原菌の子実体の形成が確認され、干害被害地では当該年に暗

色枝枯病に感染したものの、枯死に至らずに生き残る木が多くあることが分かった。

被害木の外樹皮を薄くはぐと、残った外樹皮層中に縦に長いレンズ状の黒い子座が観察された。こ

の中に柄子殻が形成されており、 1子座には数個から10数個、多いときには20数個が認められた。柄

子殻には乳頭状突起があり、薄くそぐと白色円状の柄子殻が見える。

小林(1957) の記載による Guignardia crypto肛eriae の不完全世代の測定結果と比較すると、分

生胞子の大きさ・形態は一致するものの、柄子殻の幅については今回の測定結果の方が大きい。また、

記載では1子座内の柄子殻数は1～数個、今回の調査では数個から 10数個となっており、若干違いが認

められた。

以上の結果からは、小林の記載による本病病原菌と、今回調査した菌が同じものであるかどうかは

明らかに出来なかった。今後、接種試験を実施 して子実体を形成させ、再度形態的特徴を検討してか

ら、今回分離された菌の種名の決定を行いたい。
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1. 5. 2 病原菌の接種試験

接種試験は国庫補助研究の一環として、共通の苗を用いて福岡・佐賀・長崎・鹿児島の各県で実施

し、宮崎県では別課題のなかで試験を行った。宮崎県では1989年に、その他の県では1996年に行った。

ここでは佐賀県と宮崎県の結果を紹介する。

佐賀県： 1996年 6月中～下旬に「共通菌」 （鹿児島県で分離・各県へ送付した菌）

皮小片を接種源とする接種試験をスギ14品種について行った。

結果の確認は枝の枯死あるいは内樹皮え死部の形成があれば発病とし、結果の確認は 9月に行った。

10年生スギの下枝基部（高さ約2m) の接種では、枝の枯死率等に品種間による違いが見られたが、樹

を使用し、 スギ
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幹部の接種では14品種全部に形成

層のえ死部が確認された。接種試

験の結果を表ー 2に示した。枝の

枯死は 9月までにほぽ終了し、感

染枯死枝を翌年 9月まで切らずに

そのまま放置しておいたが、新た

な自然感染による被害は見られな

かった。

さらに、スギの罹病した材から分

離した菌を用いて、 16年生ヒノキ

3本と 14年生スギ 3品種各 2本に

対して接種を試みた。分離は1999

年 3月に行い、同年 5月に接種し

た。

結果の判定は 9月に行ったが、 一

部に発病しなかった部分があった

ものの、ほとんどの接種点で内樹

皮のえ死が観察され、発病した こ

とが確詔された。また、表皮下に

黒色の菌体が高い比率で観察され

た。

接種部分の観察によれば、発病初期の症状のうちヒノキとスギで異な っている点は、以下の 3点で

あった。①ヒノキでは樹脂の流出が多いが、スギはほとんど流出しない、②ヒノキでは内樹皮が樹脂

によって材部に貼り付いてし まうがスギでははげやすい、③材横断面の変色がスギでは明瞭であるの

に対して、ヒノキでは確認できなかった。

宮崎県：えびの市で発生した本病被害枝から、組織分離した菌を用いた。 さらに、東諸県郡綾町内

の被害枝に形成された柄子殻から、単胞子分離を行った菌も用いた。接種源はオガクズ 4容に対し米

糠 1容を加えた培地に、径 5mm長さ 1cmのラワン丸棒を入れ、菌を培養し、菌が十分に伸長した時点

で接種に供した。こ の接種源を樹幹の任意の位置に、枝打ち跡を避けて、横一列に 3~ 5箇所ドリル

で穴をあけて差し込んだ。接種源と接種の日時調査日などは表のとおりである。旧宮崎県林業試験場

内のスギ品種見本林にあ った17品種の生立木に対して接種を試みた。対照区には穿孔のう え、無菌の

木片を挿入した。接種結果の確認は 3~ 5ヶ月後に行った。

表ー 2 暗色枝枯病菌の人工接種試験結果

クローン名 枝接種

接種数枯枝数

樹幹

接種箇所数

接種

感染数

ァャスギ

オビスギ

サンブスギ

ヒズモスギ

伊万里 1号

桑名 1号

佐賀 3号

山内 1号

山内 3号

唐津 8号

藤津 14号

藤津 1号

藤津 5号

八女 6号

2

4

4

2

8

2

2

8

4

2

2

2

2

4

 

2

4

4

2

8

2

2

8

4

2

2

2

2

4

 

1

3

3

1

0

 

3

6

6

3

1

 

3

7

6

3

 

0

0

0

3

 

3

6

 

2

1

 

表ー3 接種試験の概要（宮崎県）

回数 菌の産地 分離方法 接種月 日 調査月 日

1

2

3

 

えびの市
，， 

東諸県郡綾町

組織分離
，，， 

単胞子分離

1990.5.28 

1990.7.31 

1991.7.24 

1990.10.20 
ん
'

1991. 10. 7
 

3回の接種試験について、各接種位置でのえ死部の樹幹縦方向の長さを平均して比較した結果を図

-2に示した。それぞれの図からオビアカはいずれもえ死部の長さが長く 、逆にクロ・カラッキ・ ミ

ゾロギ・トサグロ等の品種は短かった。 3回の試験結果を見ると、同一菌である にもかかわらず、 1 

回目は 2回目に比べてえ死範囲が全体的に短く、え死範囲の長さの順位も異な っていた。え死部周辺

は剥皮調査の時点ですでに巻き込みが始まっており、え死部が拡大する期間はそれほど長いものでは

ないと考えられた。なお、対照区では内樹皮のえ死は発生しなかった。
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1 ~ 3回の試験において、結果にかなりのばらつきが見られた。 このことから病原菌だけではなく、
立地条件や木自体の感受性の違い等も結果に影響しているのではないかと考えられる。

接種試験の結果と品種見本林での発病数調査の結果（1. 7. 1参照）を比較してみると、接種試

験において長いえ死部が形成された品種と、発病数が多かった品種は一致せず、発生数が多かったの

はえ死部が小さい方の品種である傾向が見られた。以上の結果から、え死部の長さによって、本病に

対する感受性の大小を判定する ことは出来ないと考えられる 。

これまでいくつかの接種試験が行われており、いずれも無傷接種では発病せず、また、極端に土壌

が乾いた条件下で発生が助長される ことが、小林 (1957) によって確かめられている。さらに、本病

病原菌の柄子殻が切り捨て間伐木に普通にみられること、生丸太を経時的に観察すると枝周辺から発

病し本菌が見られる こと、凍害や干害によって枯死した苗木に本病が発生すること、他の病害によっ

てえ死した組織からも本菌がしばしば分離されることなどから、本病はスギが枯れていく段階で内樹

皮に侵入してくる菌であると考えられ、健全なスギには寄生し得ないものと考えられる。

2県の結果だけ紹介したが、いずれも 一部を除いて接種結果は良好で、ほとんどの接種部位で形成

層の え死が発生した。この他、福岡県と鹿児島県でも接種を実施し、福岡県では良好な接種結果を得

たが、鹿児島県では 3系統の菌を枝接種し、そのうち 1系統で20％の発病があっただけという結果を得

た。

図

ミ

1
辺
は

1. 5. 3干害被害木における病原菌の樹体内分布

宮崎県では1995年に、県南部地方の日南市と南那珂郡北郷町を中心に大きな干害が発生した。本病

発生経過を調査した被害木全幹の円板のうち、半枯木 6本を選んで外樹皮をはがし、内樹皮を露出さ

せた。これらについて健全な内樹皮とえ死した内樹皮の面積割合を求めた（図ー 3)。

本病病原菌の柄子殻は発病後間もなく外樹皮層中に形成され、長期間にわたって樹皮中に残ってい

る。柄子殻の形成状況は図ー 3のとおりで、樹幹全体にまんべんなく形成されるわけではなく、枯死

木では樹幹の一部に全周を取りまくように形成されるが、場所によってはまったく見られない部分も

ある。また発生する場所は樹幹の 1箇所だけとは限らない。図ー 3や図ー 6では梢端部にも別の被害

が起こっており、全体的にえ死している場所は、え死状況の観察からいくつかのえ死部が集まって大
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きなえ死部をつくつていた。

半枯れ木の剥皮結果では図のとおり全幹を取りまくようなえ死は起こっていないものの、もはや樹

体を維持できないほどえ死部が多い場合は、枯死に至ると考えられる。

1. 6 被害発生の推移と誘因

1. 6. 1被害発生の推移

被害発生年次は、円板の年輪上に形成された形成層のえ死部の位置を、年輪を数えることで知る こ

とができる。この方法で調べた被害発生の推移を、調査結果から見てみることにする（図ー4)。な

お、調査本数等は県ごとに異なっている。

福岡県：この木では気象状況とは関係なく、ほぽ毎年被害が発生していることが分かる。 この林分

は干害の被害地ではなく、大きな千害があった1994年も被害は少なく、恒常的に発生するタイプの被

害地であった。

佐賀県：ここでの調査は伐倒調査ではなく、木材共販所での様積みされた丸太の木口 を調べた もの

である。極端な多雨の年であった1993年にも被害があり、やはり恒常的な発生と考えられ、ほぽ侮年被

害が発生していた。
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長崎県：被害木 3本を伐倒 して

割材調査を行った。恒常的に発生

があるうえに、突発的な発生も見

られる。大きな発生数となってい

る1994年は、全国的な干害が発生

した年で、特に九朴1北西部の渇水

状態は長く続いたために、本病の

発生が多かったと考えられる。

宮崎県：宮崎県では数力所調査

を行い、発生パタ ーンが異なる事

例がいくつか得られた。恒常的な

被害の調査結果を図ー 4に示 した。

この結果を気象条件、特に 7~ 

8月の降水量との関係でみると、

極端な多雨の年であ った1993年で

も被害が発生 してお り、気象要因

に関係なく発病する場合があるこ

とが分かる。

次に、宮崎県南那珂郡北郷町で

1995年に発生 した干害被害地で、

半枯れ状態のスギ25本を伐倒し、

被害経過を見た（図ー 5)。図に

示したように本病の発生は干害の

o 20 ~o 60 so 100 発生が報告されている1990、199

図ー 3 寒害被害木の樹高別内樹皮え死率（宮崎県） l、1994、1995の各年で多かった。

干害被害地を県北、県央、県南か

ら4地域を選び、同じ様な調査を行った結果、いずれの被害地でも同じ様な傾向を示した。 これらの

林分でも恒常的な発生も含まれているであろうが、干害時の被害がとびぬけて多く、干害 と本病発生

に密接な関係があることが示唆された。

1. 6. 2発生誘因の推定
前項の結果から、本病の発生推移はふたつのタイプに区分する こ とができる。福岡・佐賀•宮崎の
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各県で見られた恒常的な

発生と、長崎・宮崎両県

で見られた少雨（降水量

が少ない状態をいう）が

連続した年に、突発的に

発生するタイプである。

徳重らが乾燥と本病発

生に関連があるとして以

降、四国から陳野ら (19

67a 1967b) 、入交ら (1

968) がやはり乾燥との

関係について言及し、さ

らに伊藤（進）らも その

関係を肯定している。

小林 (1957) は接種実

験によ って乾燥が発病を

促進することを述べてい

る。近年の、頻発する干

害を調べた讃井は、やは

り干害発生時に本病被害

が劇的に多くなることを

報告した。これらの結果から、突発的な本病発生には、少雨が発生誘因とな っていると考えられる。

宮崎県の干害に関する調査結果によれば、成長期の干害は15mm以下の雨しか降らない日が25~30日

連続し、かつこの間の月間の平均気温が平年値より 1℃程度以上高ければ、県内のどこかで被害が発

生する。梅雨明け以降、 1カ月雨が降らない ことはそう珍しくはなく、雨が降らなければ必然的に気温

も高くなる。さらに、近年の温暖化傾向によ

って宮崎市ではほぽ3年にわたって各月の平

均気温が平年値より高い状態がつづいた。こ

のようなことから宮崎県では平成元年から

10年までに 7回の干害の発生を見た（成長期

5回・成長休止期 2回）。これらの被害は主

として県南部海岸添いに分布している宮崎層

群の地域にある林分で発生した。この地域は

徳重らが調査を行った頃から干害の常習地と

して知られ、さらに本病の常習地ともなって

いる地域である。当該地域は急傾斜の比較的

若い地形の山地で、砂岩・頁岩の互層からな

る乾燥しやすい地況である。近年は夏期の月

間気温が平均で 1℃高ければ干害が発生しやすくなっており、暖化が進行すればこのような環境条件

はスギの造林不適地になりかねない危険性をはらんでいる。

一方、成長休止期の干害は少雨の状態が2カ月連続することで発生し、この場合は気温は関係なか

った。成長休止期の干害でも本病の発生が見られるが、干害が発生する場所は夏と異なり、県内一円

の河川添いの急傾斜の斜面で多い。これに対して、今回の分科会での調査においても、少雨が関係し

ない被害は、それが普通に見られる現象であることが判明した。これの発生原因については今のとこ
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ろ知られているのは、後生芽の枯死・ヒノキカワモ

グリガの食害痕・枝打ち傷（突発的な傾向となる）

等であるが、これらの要因だけでは恒常的な発生の

説明は難しい。したがって、侵入経路については今

後の研究に待たざるを得ない状況である。

北郷町黒荷田
10 

被 8,

害 ＇6, 

● ’ 

所い

徴 2,

0 :—······ タオクハトヒエガ
,9 ピロンサキダリ
アア ググ ナン
カカ ロロ ガ

1. 7 被害の回避について

1. 7. 1品種との関係

品種によって本病にかかりやすいものがあること

は以前から知られていた。特にオビスギについては

橋本らの調査や黒木らの報告からおおむねかかりや

すい品種が知られている。品種に関する調査は宮崎

県でいくつか調査例があり、精英樹の感受性につい

ては佐賀県で調査した。ここでは宮崎県の結果につ

いて紹介する。

調査林分は南那珂郡北郷町内 2箇所のオビスギ品

種見本林で、品種ごとに発病数を調べた。調査した

本数は林分によって異なるので、 1本あたりになお

して図示した。各林分の発病数は図ー 6のとおりで

ある。え死部の平均の長さは発生数とは関係がなく、

少ないものでも長いものがあり、逆の場合もしばし

ばあった。北郷町黒荷田の見本林ではヒダリ マキ、ハア ラ、 トサアカで多く、チリ メンドサ、カラッ

キ、ミゾロギがこれに次いだ。同町秋切谷ではクロ・ヒダリマキで多く、ハアラやタノアカでは少な

かった。過去の調査では橋本らがヒダリマキやクロ、 ミゾロギ・ハア ラなどは比較的感受性が高いと

しており、今回の調査とは一部一致しなかった。 この原因としては両林分の地質や立地環境、施業経

過の違い等が影響しているのかも知れない。また、見本林で 1本あたりの被害発生箇所数が少なかっ

た品種が植栽された一般林分でも、激害林分が存在することもあり、品種別感受性についてはさらに

調査が必要である。

オビスギには少なくとも 15以上の品種が知られており、 それらは心材の色によってアカ系とクロ系

に分けられている。感受性が高いとされる品種のなかにクロ系の品種がいく つかあることから、黒色

心材の発生原因として本病が関与しているのではないかと推測される。

ー

ヒ

ダ

リ

マ

キ

ハ
ア
ラ

ト
サ
ア
カ

チ
リ
メ
ン
ド
サ

カ
ラ
ッ
キ

ミ
ゾ
ロ
ギ

ア
ラ
カ
ワ

ー

吝
_

t

}

豆

＇
ざ
ー

塁

．

豆

．

U
□↓
 

■忌
n

・
T
 

■き
｝
・一m>

一
＃
．
7
』

谷切

一

A
7
5

秋町

一

m》

~9999999999,' 

9
7
0
6
0
5
0
4
0
3
0
2
0
1
0
0
 

T
T

被

害

篇

所

翫

図ー6 オビスギ品種と被害箇所数

1. 7. 2被害回避の試み

本病が干害にともなって発生する突発的な被害であれば、講じうる対策はあまり 考え られない。干

害常習地では再造林は行わないことが賢明である。どうしても植栽するのならば、森林保険に加入す

るくらいの方策しかない。

恒常的な被害が出る場所では、今後明らかに抵抗性であると確認される品種・系統があればそれを

植栽する。施業による回避は、枝打ちあとからの発病という問題がある。これについては、ボタン材

研究のなかで枝打ち時期と変色発生の関係について数多くの試験が行われており、それらを参照され

たい。極端な乾燥の時には下刈を控えるという手段もあるかも知れないが、補助金との関係等もあり

実行は難しいかも知れない。

1. 8 残された問題点

本病については多くの問題点が残されており、今後国庫補助事業が継続されるなかで明らかにされ

ていくものと考える。以下、残された問題点について述べる。

1. 8. 1病原菌について

本病病原菌はGuignardia cryptomer i ae(Macrophoma sugi) 
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属ではないかという説もあり、早急な検討が必要である。しかし、菌の種名の決定は分科会の手に余

る問題であるため、しかるべき機関へ要請することが必要と考えられる。また、菌の動態についても

ほとんど研究事例がなく、細かな観察が必要である。

1. 8. 2樹体の生理について

本稿で最初に述べたように、本病が干害の始まりであるとすれば、感染初期にはスギには大きな水

ストレスがかかっていると考えられる。感染時の樹体の生理を明らかにすることは、本病発生のメカ

ニズムを解明するのに不可欠であり、水ポテンシャルの測定あるいは比較膨澗率の測定等から、その

点を明らかにする必要がある。

1. 8. 3侵入門戸について

本病病原菌は病原性はそれほど強くないことは、多くの報告にあるとおりで、健全部分からの侵入

は考えられない。やはり、侵入門戸は何らかの傷であると考えるのが妥当であろう。スギの病害には

いくつも種類があるが、それらから病原菌の分離を行うと、しばしばMacrophoma sugiが分離される

ことはしばしば経験する。したがって、スギの枝葉が何らかの障害あるいは病害で枯れた場合、枯れ

た部分には別の病害の病原菌も存在するが、 M. sugiも存在しており、 2次的に侵入すると考えられる。

先に述べたように、本菌の柄子殻は切り捨て間伐されたスギの樹幹上で普通にみられることから、ス

ギ内樹皮がえ死する過程で侵入してくるのが本菌ではないだろうか。外見上健全に見えても、スギ樹

幹は常に何らかの傷が存在すると考えられる。それらの傷は昆虫類の食害、病害、気象的要因、人為

的な要因、あるいは生理的な要因といくつも考えられるが、特に気象的な要因は面的な広がりが大き

いため、広い範囲で被害が発生すると考えられる。侵入門戸の解明についても細かな観察が必要であ

る。
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2. ヒノキ漏脂病の写真

写真一1 患部の壊死状況と樹幹の凹陥（木口面）

写真ー2 樹幹部の凹陥の状況
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写真一 3 漏脂病被害発生林分 写真一 4 漏脂病被害幹患部の症状

写真一5 漏脂病猪の接種試験 写真一6 ヒノキカワモグリガの加害痕
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2. ヒノキ漏脂病
とりまとめ・．灰塚 敏郎

共同研究による成果の要約

ヒノキ漏脂病の被害林分は九朴I全域に点在していることが判明した。しかし、 この樹病については

激害地域は少なく、被害地域および林分内における病害の急激な拡大は見られなかった。被害木はヒ

ノキの系統や個体によりやや偏っていると思われることから、九州地方のヒノキ漏脂病については、

被害木の除去を主体とした保育間伐等を行うことにより、大部分の林分については被害回避出来ると

思われる。

また、被害発生の主な要因として、①林内の明暗（下層植生の有無、枯枝下高）、②ヒノキの系統

や個体間の感受性の差異、③ 1月の日最低平均気温、④ヒノキカワ モグリガなど外部からの加害また

は傷害痕（虫害・人為的傷等）の4点が重要視された。 したがって、 林分内で これらの発生要因がよ

り多く重なった場合、ヒノキ漏脂病が発生することが考えられる。

2. 1はじめに

ヒノキ漏脂病は樹齢10年前後 （灰塚 1993) から発生し，はじめ樹幹部に半永続的に流れる樹脂を流

下するが，やがて樹脂の流下は止まり，樹幹の変形や溝腐れ型の病徴へ進展する （楠木 1989) ことが

知られている。しか し、その原因や被害の実態、林業に及ぽす影響等については十分解明されていな

かった。

材質劣化分科会では、平成元年度にヒノキ漏脂性病害を取り上げ、翌年から 『ヒノキ漏脂病』とし

て調査研究を続けて きた。平成 2年度から 4年度までは、国庫補助を受け「ヒノキ漏脂病の被害実態

と防除技術に関する調査」を、福岡県・佐賀県・長崎県・宮崎県・鹿児島県で実施した。また、 5年

度から 9年度までは新たに大分県が参加し、継続課題として「ヒノキ漏脂病の発生に関与する要因の

解明と被害回避法の開発に関する調査」を行った。 さらに、熊本県は県単独事業で平成10年度に調査

を実施したことにより、九朴I全体のヒノキ漏脂病による被害実態の概要が明らかにな った。そこで、

材質劣化分科会では これらの調査結果を総合的に取りまとめたので報告する。

なお、平成 2年度から 4年度に調査した分については、森林防疫（久林・灰塚 1995) に「九朴1地方

におけるヒノキ漏脂病被害の発生とその要因」と題して報告している。本報告書では、 その後に追加

調査した九州全体の被害実態および発生要因と被害回避法に重点をおいた。

2. 2九州地方の被害状況

2. 2. 1被害状況

l)九州地方の被害分布

［目 的）九州地方では漏脂性病害について調査した事例はあるが（河邊ら 1985、讃井ら 1989)、ヒ

ノキ漏脂病に限定した調査事例はほとんどなく実態は不明であ った。 このことから、各県が共同して

被害分布調査を実施し、九州全域の詳細な被害状況を明らかにすると共に、被害回避法の検討に活用

する。

【調査地と調査方法】調査は原則として市町村別に 1林分以上行い、調査本数は概ね 1林分50~100本

とした。なお、楠木ら(1987)の報告に基づき、被害程度をヒノキ漏脂病患部の形状により次の とお

り3段階に区分し、 G2とG3をヒノキ漏脂病の被害木とみなした。

グレー ド1(G 1)・．樹幹部に比較的小さなひび割れが発生し、樹脂をわずかに吹き出す。

グレー ド2(G 2) :樹幹部に沿って樹脂を流下するが陥没や溝腐症状を伴わない。

グレー ド3(G3):樹幹部に溝腐状の陥没を現す。 （写真一 1)

【結果と考察）ヒノキ漏脂病被害は、図 ー1のとお り九朴I全域で認められた。被害林分率（被害林分
数／調査林分数）は図ー 2のとおり九什1北部の福岡・佐賀で高く、宮崎・鹿児島など南部では低かっ

た。九州全体では全調査林分中、無被害林は50.4％で約半数に被害が見られた。また、被害林分の被
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冒 IX以上 計

害本数率は10％以下が全体の37.3%、11~25％が7.4%、26~50％が4.7%、51~75％が0.2％であり、

本数被害率の高い林分は少なかった。なお、被害本数率11％以上の林分は図ー3のとおり III~V1I齢級

に見られた。

2) 林分内の被害推移

【目 的】林分内の被害推移状況を継続的に調査し、漏脂病の林分内感染•発病等を明らかにする 。

【調査方法】固定調査林分を設定し、毎年定期的に被害発生状況および病徴の進展状況等を観察した。

【結果と考察】佐賀・長崎・宮崎・鹿児島県で調査した結果、林分内の被害本数率については急激な

増加は見られなかったことから、林分内の伝染による発病率は低いと思われる。また、被害は特定の

木に集中する傾向がみられ、林分内の環境条件がほぼ同じ状態の林分では被害は散在的に見られた。

なお、類似する漏脂症状の中に、樹脂の流出贔が少ない割に、短期間で樹幹部の変形を伴い「グレー

ド3＝樹幹部の変形を伴う」タイプに進展するものが佐賀（未発表） •長崎県（久林 1999) で見られ

た。これは佐賀県が実施した接種試験（灰塚 2000) の病徴から判断した場合、ヒノキの暗色枝枯病
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の可能性も考えられるため今後更に調査が必要である。また、同様の被害患部から病原菌を分離した

ところ，暗色枝枯病菌が分離された（福岡・未発表 1997)。

【各県の状況】

佐賀県：固定調査地 2ヶ所（無間伐林、間伐林各 l力所）を調査した結果、 6年間で新たに増加し

た被害木は、無間伐林で 1% （当初の被害率＝ 9%)、間伐林では 7% （当初の被害率＝25%) と少

ないことから、この病気の感染力は弱く、病患部は特定の木に集中する傾向が見られた。また、発病

した後で新しい樹脂が出なくなり、治癒したと思われるものが、無間伐林で 8%、間伐林で 9％見ら

れた（表ー 1) 。なお、両林分とも林分内の環境変化が少ないため、被害は散在的に見られた（図一

4)。
表ー 1 ヒノキ漏脂病の被害推移（佐賀県）

推移 ＼ 調査地（調査期間） 富士町(H2.9-H9.2) 七山村(H4-Hl0.3) 

無被害→→→→→→→→無被害 88 62%) 268 87%) 

無被害→→被害(G2)→→新脂無し ， 6%) 6 2%) 

被害(G2)→→→→→→→新脂無し 4 3%) 18 6%) 

無被害→→→→→→→被害(G2,G3) 10 7%) 4 1 %) 

被害(G2,G3)→→→→→被害(G3) 31 22%) 11 4%) 

調査本数（間伐木を除く） 142本 307本

被害率（当初→調査終了時） (25％→29% : +4%) (9％→5% : -4%) 

、
L
又
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t

)

 

1

)
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長崎県：固定調査地を 3カ所（無間伐林 1カ所、間伐林 2カ所）設定（久林 1999) し、被害の推

移調査を行った結果、初期および中期病患部の発生・消失が多かった。新たな病患部は集団的・散発

的に発生した。 4年間で初期から後期病患部に進展した例も見られたが、病患部の多くは被害程度が

わずかに進展するか、あるいは同じ程度にとどまった。間伐により固定調査地 2カ所の病患部数は減

少するか、あるいはほぽ同数で推移し、被害本数率も低下した。よ って、間伐による環境改善は病患

部の発生に対し抑制効果があ ると考え られた。

宮崎県：平成 3年に設定した調査林分について平

成6年と 9年に調査 した。当該林分の立木の配置図

は図ー 5のとおりで、とくに被害が集中した範囲な

どは見られなかった。平成 3年の被害率20.8%、6

年の被害率24.0%、9年の被害率35.2%と、被害木

の割合が増加してお り、新たな罹病木の発生が起こ

っていることが分かった。また、平成 2年時点では

ヒノキ 1本当りの被害が0.31箇所であ ったものが、

8年後にはおよそ 2倍の0.61箇所となった。この問

平成 5年頃に間伐が実施されており、被害程度の高

いものから伐採されているので被害率は低下してい

るはずであるが、平成 9年の調査では被害本数率が

1. 5倍になったのに対して被害箇所数は 2倍とな って

おり、 このことは、新しい被害は健全木に発生する

よりは、それまですでに被害木であった木で新たに

発生する患部が多いことがうかがわれた。

鹿児島県：平成 3年に設定した試験地では新 しい

発病木が発生したが、症状が進展するものと治癒す

るものに分かれた（図 ー6) 。
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図ー4-1 被害分布と被害推移（富士町）

-33 -



3) 個体ごとの病・標徴の推移

【日 的】被害木の個体ごとに、患部の病・標徴の推移を継続的に調査し、漏脂病の患部形成過程を

明らかにする。

【調査方法】固定調

査林分を設定し、毎

年定期的に病・標徴

の進展状況等を観察

した。

［結果と考察】ヒノ

キ漏脂病はヒノキの

樹幹から著しく樹脂

を流出し、樹幹の変

形に至る病害であ

る。ヒノキの樹体が

ストレスを受けると

傷害樹脂道が形成さ

れる（亀山 1991、

山中 1984)。健全

なヒノキは本来樹脂

道を持たず、樹幹に
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図ー 4-2 被害分布と被害推移 （七山村）

傷害などの刺激が与

えられると、師部（内樹皮）の形成層に近い

位置で柔細胞が細分化 し、1~ 2列の傷害樹
脂道が形成 される。従って漏脂病の状態は何

年もかかって形成されたものである（黒田

）。なお、 この病害の病徴進展（亀山 199

1) や樹脂流出機構（黒田）については詳し

く報告されている。佐賀・長崎県で外観調査

した結果、ヒノキ漏脂病は発病から外見的に

樹幹の変形が明確になる G3までには数ヶ年

を要し、病徴の進展は非常に遅かった。ま

た、外見上は樹脂の流出程度がG2でも樹脂
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図ー 5 調査対象林分の立木配置
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図ー6 ヒノキ漏脂病被害木平面図
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流出の期間が長ければ患部樹皮下における木質部の肥大成長量は健全部に比べ著しく少ないか、又は

停止しており木質部はすでに変形していた。 （写真一2)

｛各県の状況】

佐賀県：樹幹の被害部位について、直径を 5ヶ年にわたり継続調査したが、外見的には大きな変化

は見られなかった。そこで当初G2であった部位について解剖調査した結果、患部の木質部について

は肥大成長が止まり変形していた。しかし、その外側の樹皮部には傷害樹脂道が形成され、そこに樹

脂が溜まり肥大したことにより、外部からの測定では材の変形が明確に表れなかった。従って、 G2 

でも年数が経てば材部の断面はかなり変形している。

長崎県： 4年間で初期から後期病患部に進展した例も見られたが、病患部の多くは被害程度がわず

かに進展するかあるいは同じ程度にとどまった。なお、病患部の発達の推移については、病患部の各

段階 (Gl, G2, G3) における内樹皮や形成層の状況、傷の有無と数、巻き込みの程度などによ

って、 病患部はいくつかの違った経過をたどる ことが推察（久林 1992) された。

4)被害木の患部形態および材質劣化の状態

［目 的l被害木の患部形態と材質劣化の状態を比較し、被害木の材質を利用面から明らかにする 。
【調査方法】被害木の患部を割材し、材部の変色・腐朽状況を確認した。

【結果と考察】長崎県で被害木の解剖調査を行った結果、扁平化した病患部は傷害部からしだいに拡

大して形成されたと考えられるものと、一時期に形成されたと考えられるものに大別された（表一

2)。前者は傷害部が 1カ所である場合と数力所集中している場合があった。

材質劣化の状態は、樹幹部の扁平化が見られない初期および中期病患部では変色・腐朽は見られな

いが、扁平化した病患部では変色や腐朽が見られることが多い。また、しだいに拡大した病患部では

著しい変色・腐朽は見られなかったが、一時期に形成された病患部では変色・腐朽が見られた。

表ー2 病患部のタイプ別出現頻度（長崎県） 単位：個（％）

一時期に形成 しだいに拡大形成 タイプ不明 被害本数率

調査地 1 3(14.3) 14(66. 7) 4(19.0) 33(35/106) 

調査地 2 3(17.6) 9(52.9) 5(29.5) 24(25/104) 

調査地 3 15(62.5) 8(33.3) 1(4.2) 22(22/100) 

調査地4 3(37.5) 2(25.0) 3(37.5) 26(13/ 50) 

※被害本数率の欄は％表示、カ；；コ内は（被害本数／調査本数）

2. 2. 2 被害発生林の立地環境等要因

【目 的】被害発生林および無被害林の立地環境等要因の違いを明らかにすることにより、被害防除

ならびに被害回避法を検討する。

［調査方法】被害発生林分および無被害林分における地況・林況・気象・施業・虫害等の要因を調べ

た。

【結果と考察】各要因を調査した結果、九朴1地方で特に重要と考えられるのは次のとおりであった。

なお、その他の要因との関係については森林防疫u)に記載している。

1)地況

① 標高：各県とも標高が高くなるにしたがって被害林分率、および林分内の被害率も高くなる傾

向がみられた。なお、熊本県と大分県のデータを加えたものを図 ー7に示した。

② 土壌：大分県では土壌型において有意差が認められ、黒色土地域では褐色森林土地域に較べ、

平均被害率が非常に高い結果が得られた（表 ー3) 。
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表ー 3 被害と土壌（大分県）

土壌区分 調査林分数 被害林分率

（％） 0% 

被害率別林分数

1-10% 11-25% 26-50% 

褐色森林士

黒色土

198 

47 

40 

79 

118 

10 

73 

22 

6

7

 

1

8

 

2)林況

林分内の明暗：同一系統が

反復植栽されているヒノキ精

英樹次代検定林などを調査し

た結果、林分内の明暗（指標

：下層植生の被覆率）により

被害状況が違っていた。下層

植生が多く生えている明るい

場所では漏脂病被害は見られ

ず、表土が露出した暗い場所

で漏脂病被害が多く観察され

た。したがって、林内の明暗

はヒノキ漏脂病発生の重要な

要因であると考えられる。

【各県の状況】

福岡県・佐賀県・長崎県：

同じヒノキの系統でも下層植生被覆率の高い（明るい）場所では被害はほとんど認められず、逆に被覆

率の低い（暗い）場所・下屑植生の無い場所で被害が多く見られた（灰塚 1991 1993)。

大分県： 146林分について林床の植生被覆率を調査した。草本、木本、低木類の占有面積を％で推

定 し、全然ないものを無し、 10％以下のものを小、 11%~60％を中、 61％以上を大と区分し多変量解

析を試みた結果、被覆率のカ テゴリ間に有意な差が認められた。下層植生の発達した林分では本病の

発生はほとんど見られない ことがわかった（室 1999)。

3)気象

長崎県では 1月の日最低平均気温と被害率との間に相関関係がみられ（久林 1993) 、最低平均気温

が0℃以下になると被害本数率の高い林分が多くみられた。そこで、福岡・佐賀・大分•宮崎の 4 県

における林分調査箇所別に被害率と 1月の日最低平均気温（現地の気象条件に最も近い気象観測所の

気象データから、標高差が 100mに付きー0.6℃補正した数値）で関係を検討した結果、図ー8のとお

り長崎県と同様に 1月の日最低平均気温が 0℃以下になる地域で、被害率の高い林分が多くみられた。

4)施業

① 間伐との関係：ヒノキ漏脂病は林内の下層植生の被覆率が低下するにしたがい、被害率の高い

林分が現れた 12)。被害林分は下層植生の見られない暗い林分で発生しやすいことから、間伐による林

分環境の改善を行った結果、新たな被害木の発生はほとんど見られなくな った。なお、一度消滅した

下層植生の回復は、通常の間伐率では非常に遅くなると思われた。

【各県の状況］

佐賀県：間伐直後の23年生及び21年生林分で調査した結果、約 6年後の被害率（本数）は当初の被害

率に対し、士 5％以内と少なかった。

長崎県：ヒノキ漏脂病の被害林で間伐をおこない、間伐後の病患部の発生数を調査した結果、間伐

しなかった林分 (25年生＝ 1林分）では被害本数が徐々に増えたが、間伐を実施した林分 (24年生＝

2林分）は、間伐後 2~ 3年経過した時点では被害本数がほとんど変化しなかった。 このことから、
間伐によって病患部の進展が抑制される（久林 1999) ことが分かった。
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② 枝打ちと被害発生との関係：福岡・佐賀県で枝打ちを時期別に実施し、切り口部の観察を毎年行

ったが漏脂病に進展するもの 襴岡県 大分県

は見られず、枝打ちと被害発 :1 , 1 1 : 
生との関係はみられなかっ 80 

た。また、福岡では枝打ちが 50 

遅れ、枯枝下高が低い林分で i:: 
被害率が高い傾向が認められ

た（小河・後藤 1999)。

5)虫害等
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ヒノキカワモグリガと被害

発生の関係について九什I全体
で見た場合、ヒノキカワモグ

リガによる被害の多い林分お

よびその周辺の林分でヒノキ

漏脂病被害も 多く 見られた。

しかし、ピノキカワモグリガ

が確認されていない地域でも

漏脂病被害は見られた（讃井

）。また、ヒノキカワモグ

リガによる被害が林分全体に

発生しているにもかかわらず、漏脂病被害率が高くならないか、または被害が見られない林分もあり、

このことから判断した場合、ヒノ キカワモグリガは漏脂病発生の要因ではあるが、他にも発生要因が

あると考えられる。

【各県の状況】

60 

50 

4
0
3
0
2
0
 

置
t
g
10 

。-8 -5 -4 -3 -2 -1 0 1 2 

35 

30 

2
5
2
0
"
 

毒
溢
＝
濃
10 

5
 

． ． ． ．． ． ． ． ． ． ♦ ． ♦• 
" .. ♦ 

♦........,...... • ••« • ~ 

♦ ..........0~ 00 ...•ヽ"• に

宮崎県． 
♦ 

．． ． ．． ． ． 'ヽ•• ． 
゜-a-u-4~2 o 2 4 

図ー 8 1月の日最低平均気温と被害本数率との関係
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福岡県：ヒノキカワ モグ リガの寄生が認められるスギ林に隣接する林分や、スギと列状に植栽され

たヒノキ林で漏脂病発生の激しいものが認められた。割材調査をした結果、内樹皮の樹脂滲出箇所数

と、それに関与したと 考え られる材内部のヒノ キカワモグリガの食害痕数との割合は、 31%~69%と

なり、漏脂病菌の侵入門戸としてヒノキカワモグリガの加害痕が関与している可能性が示唆された

（小河 1993、小河・後藤 1999)。

佐賀県：ヒノキカワモグリガ激害地域で漏脂病被害が多く見られた。 3箇所の次代検定林で調査し

た結果、平成2~4年度に調査した時点ではヒノキカワモグリガ食害部からの樹脂滲出が林分全体に多

く見受けられたが、 5年後の再調査（平成 7~ 9年度）ではそのほとんどが治癒していた。
長崎県：ヒノキカワモグリガの加害痕が見られる調査区では、漏脂病の被害本数率も高く、多くの

初期・中期の病患部および次第に拡大し扁平化した病患部の多くには、ヒノキカワモグリガによる食

害痕と考え られる傷害部が見られた。

大分県：ヒノキカワモグリガ加害密度調査のため、調査林分に隣接するスギ又はヒノキの枝上の虫

糞数を計測した。 20本の枝上に虫糞 6個以上を「多」、 1~ 5個を「少」、虫糞が見られない場合を「無」
とした。解析結果は有意(<0.01)であり、漏脂病の平均被害率はヒノキカワモグリガの虫糞が多＝11.

7%、少＝5.2%、無＝2.3％であった（室 1999)。

宮崎県：宮崎市大字椿山の林齢18年生ヒノキ林で調査した。この林分周辺はほとんどがスギ造林地

で、それらのスギにはヒノキカワモグリガの被害が多く、いわゆる激害地の真ん中にある。伐倒した

漏脂病被害木の樹幹には表ー4に示したようにヒノキカワモグリガの食害痕が見られ、枝周囲からの

樹脂流出もいくつか見られた。グレ ー ド3の症状を示す被害部は症状が進みすぎているものが多く、

ヒノキカワモグリガの食害痕から本病が発生したという患部は見いだせなかったが、ヒノキカワモグ

リガが誘引となっている可能性は十分に考えられる。しかし、ヒノキカワモグリガの被害が激しい地

帯のヒノキ林で漏脂病被害が見られない林分もあり、平成 5年の調査で被害の多かった五ヶ瀬町では

ヒノキカワモグリガの被害は確認されていない。
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2. 2. 3.遺伝的要因との関係調査

l)林分調査

【目 的］遺伝的要因が被害発生に関連するか否かを明らかにし、育種的防除の可能性を探る。

【調査方法】ヒノキの系統，苗の産地が明らかな精英樹次代検定林等において、被害実態調査を行っ

た。

表ー 4 伐倒木の被害箇所数（宮崎県）

番号 伐倒木の被害程度 ヒノキカワモグリガ 原因不明の

G 1 G 2 G 3 の食痕数 樹脂漏出数

1 2 2 20 1 

2 3 l 3 20 8 

3 5 3 14 

G=グレード

［結果と考察】佐賀・長崎・大分•宮崎の各県でヒノキ精英樹次代検定林を調査した結果、漏脂病被

害は 4県ともヒノキの系統で違いが見られ、大分で最も被害率が高かった竹田署 3号は宮崎県でも被

害箇所数は最も多かった。また、次代検定林における自然感染では同じ系統のヒノキでも、検定林の

ブロック間や検定林間など立地環境が違えば被害率に大きい差が見られた。さらに、福岡県（小河・

後藤， 1999) では菌接種試験の結果、発病は系統間・個体間で差が認められた ことで、遺伝的要因も

被害発生に関連すると思われる。なお、検定林に植栽されている木は、母親系統の実生苗であり個々

の遺伝的な変異もあることから、ヒノキ精英樹各 クローンの感受性についての順位は、受粉した花粉

の違いにより明確な差が出にくいため、今後は挿し木 クローン による造林木について調査する ことが

重要である。

現在までに次代検定林（母親系統の実生苗）で調査した結果を基に、参考資料として「別表． 1」
に示す。各県とも同じ系統を数力所調査したものについては、最も被害率が高かった箇所のデー タに

より記載した。なお、被害率の高かった系統でも、植栽された箇所の立地環境条件等によ って は被害

が確認されていない所もあ る。

11 

【各県の状況】

佐賀県：次代検定林を調査した結果、ほぽ同一の環境条件の林内では、系統により被害に違いがみ

られた。また、同じ林齢で谷筋•平坦部の成長の良好な場所（下層植生無し）で漏脂病被害にかかり

やすい系統も、尾根筋や表土が薄く成長が劣る場所（下層植生あり） では被害はほとんど見られなか

った（図ー 9)。

被害率が高かった系統は県藤津 3、県大分 5、県日出 6、県佐伯17などであり、県藤津 4、県佐賀

1、県日出 4などの家系は被害率は低かった。

長崎県： 22年生の次代検定(24系統）を調査した結果、ヒ ノキ漏脂病被害には系統間に差が認められ

た（久林 1992)。そして川辺30、姶良 2、姶良19などが被害の多い系統として、また薩摩 1、鹿児島

4、遠賀 lなどが被害の少ない系統という結果になった。

大分県： 2箇所の次代検定林において、家系ごとに被害率を調査した結果、一部の家系の間に差が

見られた（室 1999)。県伊佐 3、竹田署 3などの家系は高い被害率を示し、県四日市14、県玖珠 5な

どの家系は感受性は低かった。

宮崎県：次代検定林において、系統ごとに樹幹の見える範囲の発病を調べた。各系統はほぼ30本づ

つ植栽され、 1 ~ 2回の繰り返 しにな っている。この被害を系統ごとに並べてみると、図 ー10のよう
に、同じ系統でも被害の多い区画と少ない区画があり、必ずしも被害量が同じではなかった。 このこ

とは被害量は立地の影響を受けている可能もあり、少ない方の区画でも、立地条件によ っては多い区

画の被害量にまで達する可能性が有ると 考え られる 。なお、被害の多かった系統は竹田署 3、鹿児島
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5などである。

2)病原菌の検索および

接種試験等の調査

【目 的】菌の分離試験を

行い、特定の菌が関与する

可能性の有無を解析すると

共に、分離菌による接種試

験を行い、病原菌を明らか

にする。

【調査方法】被害木の病患

部組織から菌の分離を行う

と共に、分離菌および島根

県から分譲されたCistella

菌等の接種試験により、病

原菌の究明及び病原菌の伝

染様式の究明を行なった。

【結果と考察】九朴1地方の

主な菌の分離結果は森林防

疫（久林・灰塚 1995) に

記載している。病原菌とし

て最も有力視されてい る

Cistel la sp.の分離試験

を行った結果、佐賀県（業

務報告書：平成 5~7年

度）および長崎県（表一

5) で分離された。

島根県から分譲された

Cistella sp.を中心に各県 図ー9-1 ヒノキ漏脂病の系統別被害調査 (20年生検定林）

で菌の接種試験を行った結

果、福岡県・長崎県では発病が確認 されたが、他の県では確認されなかった ことから、 この菌が病原

菌である可能性は高い。

発生しにくい環境（プロック I)

引391在来種 1,

発生しやすい環境（ブロック II)

号

号
3

5

 

津

分

藤

大
1

6

 

3
 ――999

9

 

'
 
＇ 

一一
: 110嘉穂 5号←―--
: 137姶良 2号:-一23山田 2号←ー一

（注1) -:32藤津 4号：

（注2) : I 19日出 4号：

O 40 30 20 1 O O I No母親系統名 0 10 20 30 40 50 

被害本数率（％） 被害本数率（％）

図ー 9-2 同一林分で環境の異なる場所別被害状況（系統の配置は図 ー9-1参照）

（注1)（注2):ヒノキカワモグリガの食害(Gl)が非常に多い場所

13佐伯17号

9嘉穂 4号

18長崎署 l号

＇ ＇ I'9999_  
I 

＇ __,999999999  

5
 

-39 -

~ 



日出 4

竹田署2

竹田署 l

中津10 

鹿児島5

四日市14 

三重6

伊佐2

姶良42 

姶良32 

三重6

川辺l

伊佐 l

伊佐2

日出 4

大分5

薩摩4

姶良2

姶良28 

姶良45 

2
-
8
―-
3
-
0
―-5
-
1
―-
8
-
4
―-
l
-
4
 

l
-
0
-
―l
-0
-
-9
-
3
―-8
-
7
―-
5
-
9
 

四日市 1

東臼杵 l

呈
鹿児島2

姶良44 

中津10 

竹田署2

竹田署 l

姶良45 

姶良8

姶良25 

姶良2

姶良32 

姶良42 

10
-2
―-
1
-
5
―-
0
-
3
=
1
4
 

図ー10-1 第13号検定林系統の配置と漏脂病被害箇所数（実数）
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図ー10-2 系統ごとの被害量

表ー 5-1 ヒノキ漏脂病病患部（初期） からの分離結果（長崎県） 個（％）

ャニッ印痕

内樹皮

ャニッ和痕

内樹皮

ャニッ和痕

内樹皮

壊死

内樹皮

モゲリが食害

痕の内樹皮

モク‘l)が食害

周囲内樹皮

Sarea sp. 

Cistel la sp. 

Penici 11 ium sp. 

Bacteria 

不明

出ず

0 (0) 

15(21) 

10(14) 

1 (1) 

14(20) 

30(44) 

0 (0) 

2 (3) 

3 (4) 

1 (1) 

2 (3) 

62(89) 

8 (8) 

6 (6) 

3 (3) 

4 (4) 

5 (5) 

78(74) 

0 (0) 

7 (5) 

17(12) 

0 (0) 

6 (4) 

108(79) 

6 (3) 

3 (2) 

15 (8) 

0 (0) 

6 (3) 

155(84) 

1 (1) 

2 (1) 

0 (0) 

0 (0) 

0 (0) 

137(98) 

合計 70 70 104 138 197 140 

次亜塩素酸ナトリウムによる表面殺菌法、 PDA、25℃、 20日間培養後観察
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表ー 5-2 ヒノキ漏脂病病患部（中期）からの分離結果（長崎県） 個（％）

壊死した 健全部と 病患部周 内樹皮が壊 内樹皮が壊

内樹皮 壊死部と 囲の内樹 死した部分 死した部分

の境界部 皮 の材部 の材部

Sarea sp. 0 (0) 2 (3) 0 (0) 29 (3) 21(30) 

Crypto sp. 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (2) 2 (3) 

Cistella sp. 0 (0) 4 (6) 0 (0) 63 (8) 2 (3) 

Penicillium sp. 26(74) 21 (30) 15(14) 2 (0) 0 (0) 

不明 0 (0) 0 (0) 1 (1) 12 (3) 27 (38) 

出ず 9(26) 43(61) 89(85) 36(84) 18(26) 

合計 35 (100) 70(100) 105 (100) 143(100) 70 (100) 

次亜塩素酸ナトリウムによる表面殺菌法、 PDA、25℃、 20日間培養後観察

表ー 5-3 ヒノキ漏脂病病患部（後期）からの分離結果（長崎県） 個（％）

巻き込み部

外樹皮 内樹皮 内樹皮

Sarea sp. 45( 0) 2 ( 2) 0( 0) 

Pestalotia sp. 0( 3) 1 ( 1) 1 ( 3) 

Penici 11 ium sp. 0( 4) 17(15) 7 (20) 

Bacteria 0( 1) 22 (20) 9 (26) 

不明 2( 3) 0( 0) 0( 0) 

出ず 1 (89) 69 (62) 18(51) 

合計 48 (100) 111 (100) 35(100) 

次亜塩素酸ナトリウムによる表面殺菌法、 PDA、25℃、 20日間培養後観察

と考えられるが、感染•発病する機会は非常に少ないと思われる。なお、九J11 で人工接種による発病

率が非常に低かった原因としては、福岡県の試験結果から漏脂病の発病はヒノキの系統間・個体間で

差が認められた ことと、病源菌の系統によっても差が見られたためと考え られる。

【各県の状況l
福岡県：平成 5年度にSareasp.、Cryptosporiopsissp.、Cistellasp.の 3種を使用し、県内 2箇所

で接種試験を実施したが平成 9年度までに発病は確認出来なかった。そこで、平成 8年4月と 9年 1

月にCistella sp. 8系統の接種試験を実施した。その結果、表ー 6のとおり平成 8年接種では、 Ci-

87系統で 3本中 2本（接種孔15個中 6個）で、平成 9年 1月接種では、 Ci-87系統で 4本中 2本（接

種孔20個中 5個）で発病が確認された。しかし、発病はヒノキの系統間・個体間で差が認められた。

また、各地のCistella属菌の接種試験の結果、接種部からの発病は、晩秋～冬期に限られる ことが

明らかになってきた。そこで、ヒノキの内樹皮の水分状態が、発病に関与しているのはないかと考え、

平成 8年3月から 9年2月まで、各月中旬に材料を採取し、比較膨澗率を計測した（表ー7)。ヒノ

キは 1~ 2月が極端に低く、その前後がやや低い値を示した。このことから、単年度、 1林分の結果
ではあるが、漏脂病の発病に内樹皮の水分状態が関与しているのではないかと考えている。 （小河・

後藤 1999)
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表ー 6 Cistella sp. (8系統）の接種試験結果 （福岡県）

接種場所 黒木町今 黒木町渡内

t}キ系統 実生 甘木 2号 ？ 山田 2号 浮羽14号

発病割合 発病割合 発病割合 発病割合 発病割合

本数 個数 本数 個数 本数 個数 本数 個数 本数 個数

（菌系統） 0/1 0/5 0/1 0/5 0/1 0/5 0/1 0/5 

Ci. 86 0/3 0/15 1/1 3/5 1/1 2/5 0/1 0/5 Oil 0/5 

87 2/3 6/15 0/1 0/5 0/1 0/5 0/1 0/5 0/1 0/5 

97 0/3 0/15 0/1 0/5 0/1 0/5 0/1 0/5 0/1 0/5 

98 0/3 0/15 0/1 0/5 0/1 0/5 0/1 0/5 0/1 0/5 

100 0/3 0/15 0/1 0/5 0/1 0/5 0/1 0/5 0/1 0/5 

101 0/3 0/15 0/1 0/5 0/1 0/5 Oil 0/5 0/1 0/5 

102 0/3 0/15 0/1 0/5 0/1 0/5 0/1 0/5 0/1 0/5 

104 0/3 0/15 

Cont. 0/3 0/15 

＊接種月日：黒木町今： 1996年 4月 3日、黒木町渡内:1997年 1月28日

＊最終調査月日： 1998年 2月23日

* 1本当たりの接種孔数：黒木町今： 3本15個、黒木町渡内： 4系統20個

表ー7 スギ・ヒノキ樹皮の比較膨潤率の季節変化（福岡県）

樹 種 調 査 年 月 日

年 1996 1997 

月 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 1 2 
日 21 16 14 17 22 20 17 22 18 16 21 13 

最小 81 80 81 81 81 72 82 82 81 82 74 68 

ヒノキ 最大 86 94 89 93 99 92 89 92 98 88 82 80 

平均 83 86 84 87 88 84 86 87 85 84 77 76 

（生重量）一 (48時間 80℃乾燥後の重贔）

比較膨潤率（％） ＝ X 100 

(24時間吸水後の重量）ー (48時間 80℃乾燥後の重量）

佐賀県：島根県産及び佐賀県で分離したCistellasp．並びに分離率の高かった他の菌を接種したが、

いずれも発病は見られなかった。なお、病原菌が材内に潜在するか否かを確認するため、ヒノキの根

元部から梢端部にかけて、樹幹の健全部をlmおきに10箇所40切片を調査したが、 Sarersp．及びCrypt

osporiopsdis sp.並びにCistella sp.は検出されなかった。また、被害木の患部周囲の健全部から切

片を採取し、分離培養したが菌は検出されなかったことから、材内（木質部）からの菌感染はないと

思われる。

長崎県： Cistellasp.のヒノキ生立木接種試験で 5本中 1本で発病した。

大分県：平成 5年度から 7年度の間にCistellasp.とCryptospor i ops is sp.をヒノキ28本に、 8年

度にCistellasp. 2菌株をビノキ 8本に接種し、経過を観察した結果、樹脂が認められたものは全て

グレード 1であり接種による発病はなかった。

宮崎県：平成 5年2月にCistella sp.をセンター内のヒノキ20箇所に接種し、 6年度の春に樹脂の
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流出が認められたが一時的で、夏を過ぎる頃には乾固した。

鹿児島県：平成 6年 1月にCistella sp.を接種したヒノキ28本、傷つけのみの10本については、春

に少量の樹脂流出が見られたが、夏～秋に停止した。

2. 3 ヒノキ漏脂病の発生要因と被害回避法の検討

2. 3. 1 発生要因

現在ま での調査結果から、九朴1地方における主なヒノキ漏脂病の発生要因と考えられるのは、次の

4項目であった。

1)感受性の高いヒノキの系統ならびに個体

2)林内の暗さ【ヒノキの成長旺盛な場所・間伐の遅れ（判別は枯れ枝下高、 卜月H直生の 有無） ． 
菌類の繁殖し易い環境条件（湿度の高い所や日光の届きにくい場所）等】

3)林内の低温度【標高・緯度・冷気等】

4)外部からの茜の侵入門戸【ヒノキカワモグリガ幼虫の食害・枝打ち傷・人為的傷等】

2. 3. 2 被害回避法

1)育林的回避法

①間伐：九州地方のビノキ林の約93％は被害本数率が25％以下であり、ヒノキ漏脂病の感染•発病

力は非常に低いと考えられる。また、ヒノキ漏脂病に感受性のある木は患部が数力所になることが多

く観察されてお り、用材 としての歩留まりも悪くなることから、 『ヒノキ漏脂病被害木』を間伐の対

象木とする。

なお、林分内の成長のよい場所では早めに除・間伐を行い、林内は常に下草が十分生える程度まで

明るさを保つようにする。

②枝打ち：樹脂の出やすい時期、および樹皮の剥げやすい時期の枝打ちは避ける。

③つる切 り：樹幹部にナタ傷等を付けない。

2)育種的回避法

①実生苗：採種園・採種母樹林からヒノキ漏脂病やその他の病害に対する感受性の高い個体を除

去する。

②挿し木苗：抵抗性クロ ーンによる採穂園の造成。

3) その他の被害回避法

① ヒノキカワモグリガの防除：ヒノキカワモグ リガの幼虫は外樹皮部を移動し、内樹皮下まで穿

孔食害する行動を繰 り返す事により害菌を持ち込む可能性があるため、激害地域では出来る限り防除

する。

② 激害地域：低温などの環境条件で被害が多発する地域では樹種転換する。

2. 4 おわりに

ヒノキ漏脂病被害の特徴は、 G1から G3へと数年かけて進展するが、今回の調査期間内で漏脂症

状が短期間に停止するものが多く見られた。 G1程度で停止する症状の大部分はヒノキカワモグリガ

の幼虫による加害痕からの樹脂流出であると思われる。また、樹脂の流出量が少ない割に、短期間で

樹幹部の変形を伴う 『G3」に進展するものが佐賀・長崎県で見られたが、これは病徴から判断した

場合、暗色枝枯病（菌の分離は実施していないため未確定である）等によるものと思われる。なお、宮

崎県ではヒノキカワモグリガ幼虫の加害痕から 暗色枝枯病になった事例が報告されている。従って、

今後更にヒノキ漏脂病以外の漏脂性病害について解明していく必要がある。

なお、この報告書に記載していない調査項目等については、各県で発行している研究報告書および

年報または業務報告書等を参考にされたい。
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2. 5 共同研究期間中の各県の業績

〇 福岡県におけるビノキ漏脂病の研究 ( I ) —上陽町での発生地調査—（福岡県）

：日林九支研論46 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 1 
〇 ヒノキ漏脂病の被害について （I) （佐賀県） ：日林九支研論44 • • • • • • • • • • • • • • • • • 2 
〇 ヒノキ漏脂病の被害 に ついて (II) —被害の実態調査ー（佐賀県） ：日林九支研論46 • 3 

〇 対馬に発生したヒノキ漏脂病 （長崎県） ：日林九支研論43 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 4 
0 長崎県におけるヒノキ漏脂病（ I) —長崎県北部での発生事例ー （長崎県）

：日林九支研論44 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 5 
〇 ヒノキ漏脂病被害の系統間差について—長崎県東彼杵町での調査事例ー（長崎県）

：日林九支研論45 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 6 
0 長崎県におけるヒノキ漏脂病の被害分布と環境要因（長崎県） ：日林九支研論47 • • 7 

〇 間伐後のヒノキ漏脂病病患部数の推移（長崎県） ：日林九支研論52 • • • • • • • • • • • • • • 8 

〇 ヒノキ家系によるヒノキ漏脂病被害率の差（大分県） ：日林九支研論52 • • • • • • • • • • 9 

〇 九州地方におけるヒノキ漏脂病被害の発生とその要因（とりまとめ責任者長崎・佐賀）

：森 林防疫 VOL.44 No. 2 (No. 515) 1995 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 10 
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3. スギ・ヒノキの根株腐朽病の写真

:-ロ-=-
写真ー 1 腐朽被害をうけた木部に見られる症状（腐朽部の空洞化とフラス化）

写真一 2 今回の調査で見られた白色腐朽（きぞめたけ病を除く）
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籍写真ー2今圃割調査で見られた日色腐村（きそめたけ崩を餘く） 写真一.3 今回の調査で見られた褐色腐朽

I/.、
¥.、 Ii

国霞置’
|』•9’'養が覆i9,出”":I弓I

写真一4 腐朽部から分離された菌の培養菌叢
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3. スギ・ヒノキの根株腐朽病
とりまとめ：久林 高市

3. 1 はじめに

材質劣化病害の 1つにスギ・ヒノキ根株腐朽被害がある。根株腐朽被害の中でも、特に心材腐朽は、

被害の程度だけでなく被害の有無も外観から推測できない。何らかの原因で根あるいは根株に発生し

た腐朽が樹幹部の心材部を上方に向かって進展する。そのためこの被害を受けると心材部が腐朽して

いるため、通常の採材ができない。伐採の現場では採材の際に腐朽被害が見られる部位を切り捨てる

ことが多く、利用歩留まりが低下するため収穫材積を損失することになる。

昭和40年代にヒノキの根株心腐れ被害が鹿児島県で見つかり、病原菌および発生傾向について環

境条件との関係でその概要が調査報告された。しかし、間伐も含めて伐採があまりされなかったこと

など被害が顕在化しなかったことなどから、あまり問題にならずその後の調査報告はなされなかった。

近年に なって間伐が推進されるに伴い各県でも本被害が確認されるようになってきた。カラマッ

の根株腐朽被害は、研究の歴史が古く、病原菌の特定整理•発生要因の解明など研究が進んでいるの

に比べて、本病はほとんどが未解明の状態と言っていいほどの状況であった。その当時材質の劣化を

まねく病害がいくつか問題となり、材質劣化分科会が設置されるに伴い本被害もそのなかで取り上げ

られた。このような背景から、被害実態の把握を主眼に調査研究を進めてきた。しかし、この病害は

各県の共同研究の 1つではあったが、各県間で材質劣化病害の 3種類（スギ・ヒノキ暗色枝枯病、ヒ

ノキ漏脂病、スギ・ヒノキ根株腐朽病）の被害程度が異なり、そのことが各種材質劣化病害に対する

各県の重きの置き方の違いとなって現れた。平成 6年度から 8年度までの 3年間国庫助成で「スギ・

ヒノキ根株腐朽病の被害実態調査と被害回避法の確立」が課題化され、九州からは福岡 ・佐賀・長綺

•鹿児島が参加した。そして、現在、その後継課題として平成 9 年度から 12年度まで国庫課題「針葉
樹根株腐朽病の発病機構の解明と被害回避法の開発に関する調査」が進行中である。

そのため、 ここでは平成 6年度から 8年度までの調査結果を中心に毎年開催されてきた材質劣化分

科会に出 された資料などもあわせて、 これまでに得られた知見の概要をまとめる。

3. 2 九州地方の被害状況

3. 2. 1 被害程度及び被害分布調査

l)林齢と被害本数率

くヒノキ＞

被害がみられたのは全調査区のうち86調査区（約90%)であり、 10調査区で被害がみられなかった。

調査本数は 6,529本であり、被害本数 1,518本のうち、変色被害木は 185本（被害木の12%)であり、

腐朽被害木は 1,333本（被害木の88%) であった。被害本数率は 1~88％であって調査区により違い

が大きく、平均 23％であった。変色被害とは、変色だけが見られ、腐朽被害が見られないものとして

カウントした。したがって腐朽被害で変色が見られるものは、変色被害木としては数えていない。変

色は腐朽被害の前段階と考えられており、時間の経過とともに腐朽被害に至るものと考えられる。

林齢別にみた被害本数率別調査区割合を図ー 1に示す。調査木の林齢は、 18年生～70年生であ った。

今回の調査結果では、林齢が増加するに従って被害本数率が高くなる傾向はみられなかった。 18年生

でも腐朽被害が見られ、被害本数率は36％であった。これまでに 7年生および9年生の伐採木口面で

被害が確認されており（勝、 1971) 、今回の調査で確認した被害発生の林齢はそれよりもやや遅かっ

た。また、被害本数率では27年生で被害本数率88％の調査区があるなど、 20~30年生の時期に被害本

数率が高い調査区がしばしば見られた。

これらの ことから、 この被害発生は林齢とほとんど関係が見られず、それ以外の要因と強い関係を

もっている ことが推察される。林齢と被害程度との関係については、今後の調査結果も加えて再度検

等する必要がある
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2)被害本数率と伐採木口面における腐

朽部の占有割合

伐採木口面に占める腐朽部の割合（以下、

被害面積率という）を(+) : 1~ 25%、

(+ +) : 26~50%、(++ +) : 51％以

上の 3段階に区分して目視により判定した。

（＋）は78.2%、(++)は17.8%、(+

＋＋）は 4.0％を占め、 （＋）の被害木が

多かった。被害本数率別にみた被害面積率

別調査区割合を図ー 2に示す。被害本数率

が高くなるに従って、被害面積率の高いものが見られる調査区が多くなった。被害本数率が高い調査

区は、根株腐朽被害が発生しやすい条件があるものと考えられる。またそのような条件下では、 1本

のヒノキの根株や根系に多くの腐朽被害が発生し進展し拡大しやすいと考え られる。

如
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林齢別に見た被害本数率別調査区の割合図ー 1
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3)伐採木口面における腐朽部直

径と腐朽高

25年生及び35年生のヒノキ林で、

伐採木口面における腐朽部直径と腐

朽高との関係を調査した。両林分は5

OOm程度離れており標高が170m、220m

であって50m程度の差があるが、そ

の他の立地条件はほぼ同一と考えら

れる。 25年生林で157本、 35年生で10

2本を調査した。被害本数率は、 25年

生で76.6% (118/154)、35年生で9

5.1 % (97/102)であった。伐採木口面における腐朽部直径と腐朽高の関係を図ー 3に示す。図上の点

は、 25年生より 35年生の方が全体的に左上方に分散しており、腐朽部直径や腐朽高は25年生の場合よ

りも大きくかつ高いことが分かる。また，腐朽高は腐朽部直径が大きくなるほど高くなるが，ある腐

朽部直径から腐朽高の上昇程度は鈍化することが推察される。回帰式の回帰係数も25年生より 35年生

の方が大きく、腐朽部の水平方向への拡大より上方への進展の程度が上回っていることがうかがわれ

る。
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4)伐採木口面における腐朽部面積と腐朽材積

3) の調査で得たデータをもとに、伐採木口面における腐朽部を円形と仮定して腐朽部直径 (2R)

から腐朽部面積（S) を算出し、樹幹における腐朽部を円錐形と仮定して腐朽高 (H) と腐朽部面積

(S) から腐朽材積 (V) を算出した。
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つまり腐朽部面積（S) =冗 R2 腐朽材積 (V)= (SXH) / 3 で示される。
伐採木口面における腐朽部面積と腐朽材積との関係を図ー 4に示す。腐朽部直径と腐朽商の関係の

場合と同様、 25年生に比べて35年生の方が腐朽部直径及び腐朽高ともに大きくなっていることから、

腐朽部面積と腐朽材積の関係も25年生より 35年生の方が全体的に左上方に分散している。また、回帰

係数も 25年生より 35年生の方が大きくなっているが、 35年生の回帰係数は25年生のそれの 2倍程度に

なっており、将来予想される収穫材積への影響は、林齢が高くなるとより深刻になると考えられる。

5)各県及び林内の被害分布状況

調査林内の被害木分布状況を図ー 5に示す。被害は各県とも見られた。林分単位あるいは調査林単

位では、図ー 5によれば、斜面上部および斜面下部、尾根筋などにも被害はみられ、急傾斜地および

緩傾斜地にも被害はみられ、 一定の傾向は認められなかった。図ー 6 （スギ）においても、緩傾斜地

および急傾斜地、斜面上部・中部・下部のいずれでも被害はみられ、斜面傾斜角度や斜面上の位置の

違いによる著しい違いは認められなかった。

くスギ＞

合計46調査区を調査した。 そのうち被害がみられたのは24調査区（全調査区の52%) であり、 22調

査区で被害がみられなかった。調査本数は 3,296本であり、被害本数 166本のうち、変色被害木は約

4 ％であり、腐朽被害木は被害木の約96％を占めた。被害本数率は 1~39％であり、平均 5％であっ

た。調査林内の被害木分布状況を図ー6に示す。図ー 6によれば、緩傾斜地および急傾斜地、斜面上

部・中部・下部のいずれでも被害はみられ、斜面傾斜角度や斜面上の位置の違いによる被害本数率の

著 しい違いは認められなかった。

林齢と被害本数率 との関係を図ー7に示す。調査木の林齢は15年生～55年生まであった。 15年生で

被害本数率が 7％の調査区があった。今回の調査結果では、林齢が増加するに従って無被害の調査区

'”‘‘•亀•・、

● ° 

女

＿

，． •o• 

図ー5 被害木分布図
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■腐朽根株（巻き込み有り）

●腐朽恨株（巻き込みなし）

図ー6 腐朽被害根株の分布

は減少し、被害は激しくなる傾向が見られた。熊本県でのスギ根株腐朽被害実態調査の結果では「林

齢が高くなるほど被害率（注：本報の被害本数率）が高くなる傾向がみられ、 50年生以下の林分では

高くても20％前後の被害率に留まっていたが、 50年生を越えると被害率が50％を越える例が多かっ

た。 」との報告がある（宮島、 1995) 。今回の調査では、林齢は55年生までであったが、ほぼ同様の

結果となった。

くスギ・ヒノキ＞

8調査区を調査した。そのうち被

害が見られたのは 7調査区であっ

た。調査木は 778本（スギ： 425本

、ヒノキ353本）であり、被害木は 6^0 

スギが 74本で被害本数率は17.4 :; 
芭

％、ヒノキは80本で同じく 22.7％で は
挙 40

あった。ヒメカバイロタケモドキに

よる被害（楠木、 1990) が見られた

1調査区（被害木スギ： 42本、ヒノ

キ： 3本）を除くと、被害木合計

は、スギが32本（被害本数率9.7 

％）、ヒノキが77本（同22.1%) と

なり、スギ・ヒノキ混交林ではヒノ 図ー7 林例と被害本数との関係

キの被害が激しい傾向が見られた。ヒメカバイロタケモドキによる被害はヒノキでも見られる（楠木、

1990) が、今回の調査区ではスギの被害が激しかった。このよう に、病原菌の種類によってはスギの

100 

80 

20 

゜lO 15 

♦

←
Z
o
 

25 30 

．．．． ．．．． ． ． ，． 
35 10 

林齢（年生）

45 50 55 60 

-50 -



被害が激しい場合もあるが、今回はヒノキの被害が激しい例が多かった。

調査区数が少なかったため被害程度と各調査項目との関係について検討するまでには至らなかった。

今後調査データを蓄積して、検討する必要がある。

3. 2. 2 被害タイプと病原菌の種類

1)被害タイプの類別

被害タイプを被害部位および腐朽型により区分した。

くヒノキ＞

ヒノキの腐朽被害では腐朽部が空洞化したり、被害部にフラスが詰まる場合がある。このような場

合は、腐朽型を判定できないことが多い。そこでそのような場合は、腐朽型を不明とし、その内訳と

して空洞状やフラスなどと判別した。

腐朽被害木 1,333本のうち、部位別にみると心材腐朽が1,198本 (89.9%) 、 辺材腐朽は108本

(8. 1 %)、両方の腐朽が見られるものは27本(1.9%) であった。調査木に占める心材腐朽の割合は

18.9%、辺材腐朽の割合はl.7%、二つの腐朽が見られるものは0.4％であった。

腐朽塑別にみると、心材の白色腐朽は624本（心材腐朽の50.6%) 、褐色腐朽30本（同2.4%) 、不

明 580本（同47.0%) であった。腐朽型が不明の被害木が多いため、白色腐朽と褐色腐朽のどちらが

多いか断定はできない。しかし、褐色腐朽が見られる調査区数は少なく、褐色腐朽が見られる調査区

でも褐色腐朽の出現頻度は低いため、白色腐朽が多い可能性が高い。不明の内訳は、空洞状が437本

(74.1%) 、フラスが134本 (22.7%) 、その他が19本 (3.2%) であった。これまでにも腐朽被害部

の空洞化（小河ら、 1985;久林、 1995)や腐朽部にフラスが詰まる症状（久林、 1995;久林・河辺、

1996)が報告されているが、今回の調査でも、腐朽した木部が見られるもの、腐朽部にフラスが詰ま

っているもの、腐朽部が空洞状になっているものの 3種類が見られた。また、腐朽部でヤマトシロア

リやウスバカ ミキリの幼虫が見られることがあ った。

辺材の白色腐朽は70本（辺材腐朽の62.5%) 、褐色腐朽は 1本（同0.9%) 、不明が41本 (36.6%) 

であった。辺材腐朽でも白色腐朽が主要な腐朽であることが推察される。不朋の内訳は、空洞状16本

(39.0%)、フラス 4本 (9.8%) 、その他21本 (51.2%) であった。 「その他」は、外傷によると

考えられるもので、空洞・フラスの区別がされていないものである。なお、辺材腐朽はすべて外傷に

よるもので、台風による傷、木馬道や作業道に沿ってできた傷などがほとんどであ った（小河・後藤、

1999)。
心材と辺材の両方に腐朽が見られたものは、白色腐朽が2本 (7.7%) 、褐色腐朽が15本 (57.7 

％）、不明が 9本 (34.6%) であ った。 このタイプは、心材腐朽の被害範囲が拡大して辺材部に及ん

だ場合と辺材腐朽が発生した後時間の経過とともに被害部が心材部に取り込まれるようになってでき

たものなどが考えられる。外傷の形跡が見られる場合は辺材腐朽と考えられるが、明確でない場合も

あり、今後さらに詳細な観察調査の蓄積が必要である。

心材の白色腐朽は、現在「きぞめたけ病」 （勝、 1971)及び「かば色根株心腐れ病」 （楠木、 199

0) が知られている。しかし、今回の調査で、腐朽症状がきぞめたけ病とは異なる被害が数種類確認さ

れた（写真ー 1, 2, 3) 。福岡県では、帯線は見られず腐朽部が橙黄色～赤橙色の粗いスポンジ状

になるもの、帯線は見られず腐朽部が橙黄色～赤橙色のきめの細かいスポンジ状になるもの、黒色の

帯線が見られ腐朽部が淡黄色～橙黄色のスポンジ状になるものが確認された。佐賀県では、ヒメカバ

イロタケモドキによる腐朽被害のほか、帯線が見られず腐朽部の変色が目立たないスポンジ状になる

ものが確認された。長崎県では、帯線は見られず腐朽部が橙黄色～赤橙色の粗いスポンジ状になるも

の、帯線は見られず腐朽部が橙黄色～赤橙色のきめの細かいスポ ンジ状になるもの、黒色の帯線が見

られ腐朽部が淡黄色～橙黄色のスポンジ状になるもの、帯線は見られず腐朽部が淡黄色～橙黄色にな

るものが確認された。鹿児島県でも数種類の腐朽症状が確認された。

褐色腐朽については、事例が少なく腐朽の進展程度によっても症状が異なるため、被害を類別する

ことはできなかった。今後事例を蓄積して検討する必要がある。

くスギ＞

スギの場合もヒノキと同様腐朽被害部が空洞化したり、被害部に フラスが詰まる場合が見られた。
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そこでこのような場合は、ヒノキの場合と同様に腐朽型を不明とし、

などと肉眼によりタイプ分けした。

腐朽被害木 129本のうち部位別にみると、心材腐朽が 118本 (91.5%)、辺材腐朽が11本 (8.5%) 

であった。調査木3,296本に占める心材腐朽の割合は3.6%、辺材腐朽の割合は0.3％であった。

心材の白色腐朽は62本、褐色腐朽は 3本、不明は53本であり、それぞれ52.5%、 2.5%、44.9％で

あり、不明は被害木の約半数を占めた。腐朽被害が見られた24調査区のうち褐色腐朽が見られた調査

区は 2カ所（被害が見られた調査区の 8.3%)であり、調査区内における褐色腐朽の出現頻度は、白

色腐朽に較べて極端に低い。これらのことから被害の多い腐朽型は、ヒノキの場合と同様白色腐朽と

推察される。不明の内訳は、空洞状が50本 (94%) 、フ ラスが2本 (4%)、その他が 1本 (2%) 

であった。空洞部でヤマトシロアリが見られる場合があ った。

辺材の白色腐朽は 7本であり、褐色腐朽はみられず、不明が4本であった。不明の内訳は空洞状が

2本、その他が2本で、フラスはみられなかった。

スギの被害本数率はヒノキに較べて低いが、白色腐朽と褐色腐朽の両方が見られた こと、白色腐朽

が多いことなど共通した傾向が見られた。

くスギ・ヒノキ＞

スギの腐朽被害木74本のうち、心材腐朽が76本 (91.6%) 、辺材腐朽が7本 (8.4%) であり、ヒ

ノキの腐朽被害木80本のうち心材腐朽が61本（70.9%) 、辺材腐朽が25本 (29.1%)であった。いず

れも心材腐朽が腐朽被害の主体を占めた。褐色腐朽は 1調査区で1本見られ、無被害区を除いてすべ

ての調査区で白色腐朽が見られた。混交林の場合も白色腐朽が主である。特に混交林独自の被害タイ

プの特徴と言えるものは今までのと ころ見られない。

2)病原菌の分離

きぞめたけ病のほか新た に確聡された腐朽症状について、 腐朽部から菌を組織分離し、菌株として

保存した。

これまでに分離された菌のうち、分離頻度が高く病原菌の可能性が高いものの培養閑叢写真を示す

（写真一4)。

その内訳として空洞状、 フラス

3. 2. 3 被害本数率と立地・環境条件との関係

1)斜面傾斜角度と被害程度

くヒノキ＞

斜面傾斜角度別にみた被害本数率別調査区割合を図ー8に示す。斜面傾斜角度が増加するに従って

無被害及び被害本数率の低い調査区の割合は高くなる傾向がみられた。 このことから斜面傾斜角度と

被害本数率とは関係があり、緩傾斜面で被害本数率が高くなる傾向があると考えられた。 これは これ

までに報告された結果（久林、 1995、1998;小河・後藤、 1998) と一致した。

くスギ＞

39調査区について検討した。斜

面傾斜角度と被害程度との間には、

特に顕著な傾向は見られなかった。

つまりヒノキに比べてスギの方が

斜面傾斜角度が小さくなっても腐

朽被害が発生しにくい傾向がある

と考えられる。

くスギ・ヒノキ＞

プロット数が少ないので、 今回

検討できなかった（以下の項目も

同じ）。混交林独自の特性がある

のか、今後調査データを蓄積して

検討する必要がある。
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2)局所地形と被害程度

くヒノキ＞

局所地形（横断面・縦断面）別に

みた被害本数率別調査区割合をそれ

ぞれ図ー 9、10に示す。無被害の調

査区割合は、横断面の凸地形及び縦

断面の上昇地形で最も高く、それぞ

れ21%、29％であっ た。

被害本数率61％以上の調査区割合

は、横断面のいずれの地形でも 4~ 

6 ％で、ほぼ同様であり、縦断面で

は平衡地形で12%、下降地形で 3%

であり、上昇地形では見られなかっ

た。一方、被害本数率41~60％の調

査区割合は、横断面では凸地形25%、凹地形18%、平衡地形13％であり、縦断面でも上昇地形29%、

下降地形21%、平衡地形15％であった。これらのことから、最も激しい被害は、平衡地形および下降

地形（凹地形） で発生 し、無被害は上昇地形（凸地形）で多い傾向がみられた。平衡地形は土壌水分

が停滞しやすく、凹地形は集水地形である（山田、 1971)。カラマツの根株腐朽被害やならたけ病な

ど土壌病害は土壌水分と関係がある

ことが報告されている（黒田．勝屋、

1995;小野、 1970)。今回の調査結

果は、ヒノキ根株腐朽被害の場合も

同様であることを裏付けることにな

ったと考えられる 。

くスギ＞

38調査区について検討したが、局

所地形と被害程度との関係は特に見

られなかった。
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3)斜面上の位置と被害程度

くヒノキ＞ 95調査区について検討

した。斜面上の位置を尾根部・山腹

上部・山腹中部・山腹下部に大別し、被害本数率との関係を図ー11に示す。調査区数の偏りはあるが、

いずれの位置でも被害は発生している。

最も被害本数率の高い調査区が見られたのは山腹中部（被害本数率88%)

被害や低率の被害もみられる。ま

た、尾根部でも40％の被害が見ら

れた。 全般的には尾根部、山腹上

部、山腹中部の順に被害が激しく

なっている。斜面上の位置と被害

程度との関係には、 1) 及び2)

で述べたその調査区の斜面傾斜角

度と局所地形が強く影響している

場合があると考えられる 。

根株腐朽被害が発生する場合、

尾根部で発生する場合と斜面中部

や下部で発生する場合とでその機

構に違いはないものか、特に侵入
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門戸の形成及び病原菌の種類など今後に残された問題である。

くスギ＞

39調査区について検討した。尾根部では被害はみられなかった。通常尾根部にスギを植栽する例は

少ない。斜面の上部、中部、下部では最も高い被害本数率が 30%~40％であり、またそれ以外の調査

区では被害程度がほぼ同程度であるため、斜面上の位置の違いで被害程度に著しい違いが見られる こ

とはないと考えられた。

4)土壌湿度と被害程度

くヒノキ＞

調査区の土壌湿度を乾・適．湿

・過湿に大別して判定した。 84調

査区について検討した。土壌湿度

別にみた被害本数率別調査区割合

を図ー12に示す。過湿の調査区は

なかった。被害本数率が 0％及び

1 ~20％の調査区は「乾」では17

％及び58%、 「適」で11％及び45

％であり、 「湿Jではみられなか

った。一方、 41~60％及び61％以

上の調査区は、 「乾」では 0％及

び8%、 「適」で 4％及び16％で

あり、 「湿」では20％及び60％で

あった。 「湿」は調査区が少なく

今後のデータの蓄積が必要である

が、 ［乾」から「湿」になるに従って被害が激しくなる傾向が見られた。 この区分は感覚による もの

であるが、土壌水分と被害程度との関係をある程度反映していると考えられる。

くスギ＞

35調査区について検討した。

度検討する必要がある。
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5)堆積型と被害程度

くヒノキ＞

堆積型別にみた被害本数率別調

査区割合を図ー13に示す。堆積型

別の調査区数に偏りがあるが、す

べての堆積型でも被害は発生して

いる。被害本数率61％以上の調査

区は崩積土、葡行土でみられ残積

土ではみられなかった。また無被

害の調査区割合は、崩積土、葡行

土、残積土の順にその割合は大き

くなった。そのため被害は崩積土

や葡行土で激しく、残積土で比較

的軽微である傾向が窺える 。

で被害が激しい傾向が見られたが、今後データの蓄積を図 り再
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38調査区について検討したが、明確な傾向はみられなかった。
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3. 3 被害回避法の検討

本病害は、根あるいは地際部に発生した傷などの侵入門戸から木材腐朽菌が侵入し、定着・進展す

ることにより生ずるいわゆる土壌病害の 1つである。農業分野では集約的な畑地管理が行われ、病原

菌密度が高いところでは、それなりの駆除作業がなされている。しかし、そのような農業分野におい

ても、土壌病害は難防除病害として上げられており、様々な病害制御のための研究が進められている。

一方、林業においては特に植栽後の山林では、自然条件がそのまま植栽木に影響を与えることになり、

その環境自体を制御することは不可能に近い。

病害の発生は、一般に樹木・病原体・環境の 3者の相互関係により発生すると言われている。病害

が発生する条件を変えあるいは取り除くことにより、病害の発生は抑えられることになる。しかし、

環境はコントロールできず、樹種も変えないとすれば、病原体を除去することしか残されていない。

病原菌は、当然生物であり 一定の生活環を持っている。その生活環のどこかを断ち切ると病原菌の永

続的な生息ができなくなり、病原菌はその場からいなくなることになる。殺菌剤を使用することは現

在林業がおかれている経済的状況及び昨今の環境にやさしい諸法の検討などを見ると現実的ではない。

ヨーロッパにおいてはマツノネクチタケによる針葉樹の根株腐朽被害に対して弱病原性（やや腐朽

力がある）のPhlebiopsisgiganteaによる、微生物の拮抗作用を利用した対策が実用化している。こ

のようないわゆる環境にやさしい対策を検討することは、これからの病害虫防除にとって共通した課

題と考える。将来的には このような方法の実用化を目指して研究を進めるとしても、現段階において

どのような対応策が考えられるであろうか？環境の制御ができないとすれば、合自然的に適地を検討

する ことが考えられる。成長量に関しての適地判定は、昭和40年代に実施され、その成果が造林事業

推進の基礎資料として役立てられているが、様々な森林被害からみた適地の判定は、体系立てては検

討されていない。病害に関しても同様で、被害の側面からは検討せず、成長からの検討のみで植栽さ

れた林木に発生した諸病害に対してその対処法を検討することがこれまでの病害研究では要求されて

きた。しかし、林業が森林生態学を基礎に発展してきていることや自然条件をほとんど無条件に受け

入れながらなされるものであることを考えれば、病害の対策もこれまでより、一層自然条件を十分理

解し、それに応じる形であることの方が賢明であると考える。そのような視点に立てば、特に土壌病

害は、植栽された林地の立地条件が大きく影響することになるため、病害の発生程度と立地条件との

関係を詳細に検討しておくことは、被害の予測や再造林の際にも貴重な資料となる。また、病原菌に

よって被害の発生傾向が異なることも考えられるので、腐朽被害を一括して考えるのではなく、病原

菌を整理してそれぞれの発生傾向を調査しておくことが被害回避や軽減へのきめ細かな対応策につな

がると考えられる。

また、昆虫の分野で以前から主張されている「要防除水準」に似た考え方を、病害の程度判定にお

いても取り入れることが実際的と考える。被害が軽微であれば、特に問題にすることはない。しかし、

通常の採材ができないとかそれ以前の保育作業にも影響を与えるようになる場合には、実用上の被害

があったとして対応することが望まれる。腐朽被害が地上 lm程度上がるとすれば、 4m材を取るに

は枝打ちを通常よりさらに lm高くしなければいけない。腐朽被害の収穫時における本数率と腐朽高

が予測されれば、それに見合った保育作業を最初からしていくことが肝要である。そのような通常よ

りさらに経済的負担を増やしてまで植栽するか、あるいは別の樹種に変更するか、材価との関連で評

価が分かれるところであるが、収穫までの期間がきわめて長く、材価の予測は困難であるため、所有

者の判断に任されることになる。

被害林においては、伐期の設定も検討の対象になる。最近は長伐期が指向されているが、腐朽被害

の激しい林分では、損失材積が年々大きくなり、腐朽の年拡大量が林木の年生長量を上回るほどにな

る場合には、伐採することが賢明である。腐朽被害の激しい林分は、長伐期には適していないことに

なる。

総じて、腐朽病害を含め樹木病害の発生機構つまり、病原体・樹木・環境条件の相互関係を調査解

明することと実際の現場でどのような対処法が考えられるのか「要防除水準」等の考え方を含めて、

この 2つの方向を併せ持つ研究がこれからさらに重要になると考えられる。

3. 4 残された問題点
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3. 4. 1病原菌の整理

1)病原菌の特定

本被害の腐朽部からはキゾメタケとは培養菌叢が異なる菌が分離される場合がしばしばある。腐

朽部では菌類が遷移しているため分離菌のすべてが腐朽を引き起こす菌の可能性は低いが、分離

菌のいくつかはその可能性があると考えられる。そのため分離菌のうち担子菌類については接種

試験を行いスギ・ヒノキに対する病原性の有無を確認することが重要である。

2)病原菌と腐朽症状

病原性が確認された菌については、その菌が引き起こす腐朽症状と関連させて整理する ことが本

被害を理解するうえできわめて重要である 。そのためにも腐朽部から菌を分離する場合は分離源

の腐朽部の十分な観察が必要である。

3)各病原菌の出現頻度

腐朽を引き起こす菌の種類は、立地条件などにより異なる ことも考えられる。菌類の社会学的生

態学的意味だけではなく、被害回避法を検討するうえでも被害林における病原菌の出現頻度を調

べておくことは重要である。

4)病原菌の腐朽力

病原菌の腐朽力は出現頻度と同じく、それぞれの菌類の位置づけと密接に関係する。腐朽力の強

い菌は、樹幹内での進展も速い ことが予想される。カラマツの病原菌についてはそれぞれの菌に

ついて比較検討、整理されている。

3. 4. 2立地条件等と腐朽高 （腐朽材積）との関係

腐朽高（腐朽材積）と林齢および立地因子（斜面傾斜角度、局所地形、土壌母材）

樹幹内で腐朽がどのように進展していくのかということは、林業的側面からみた場合最も重要な

問題である。立地条件や病原菌の種類によっても変わることが予想されるのでそれらを含めた調

査研究の今後の進展が期待される。この分野の成果は、直接林業に寄与するところが大きいと考

えられる。

3. 4. 3伝播様式の解明

1)各病原菌の主要な伝播様式

病原菌が特定された場合、腐朽被害がどのような様式で伝播しているのかについて調査解明するこ

とは、被害回避法を検討するうえで重要である 。伝播様式については対峙培養による方法およびDNAに

よる方法とが一般的である。

2)伝染源

伝染することが判明した場合は、伝染中心とでも言う べき存在について検討する ことが重要である。

どのようなものが伝染源となるのかを明 らかにするこ とは、被害の拡大回避を検討するうえで重要で

ある。

3)侵入門戸の形成原因

これまでにもいくつか報告があるが、無被害林および被害林での対比から侵入門戸の形成だけでな

く、被害林における腐朽の発生に影響を及ぽす因子についてまで検討する ことが可能になると考えら

れる。このことは腐朽被害の直接的原因を明らかにするだけではなく、被害回避策を検討するうえで

も最も基本的で重要な事項と考えられる。

3. 4. 4非破壊的被害診断法の開発

これまでにもさまざまな機器類の開発検討が試されており、緑化樹などにおいては樹木医などの活

動により普及してきているが、山林における腐朽被害診断についてはまだ試行の段階であり、今後実

用化が期待される。山林での実用化には、安価、携帯的、高耐久性、操作の容易性などが求められる

と考えられる。山林で実用化されるようになれば、被害林の発見だけでなく被害確認後の当該林分の

管理や適正な施業の選択などにも十分寄与できると考えられ、そのような器材の開発・普及が今後重

要と考える。
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【編集後記】

材質劣化分科会が解散 して、 早いもので？年が過ぎ去 りま した。本報告書は、平成10年度

(1998年度）までに、各県で実施されました調査・研究成果の一部をとりまとめたものです。

各県の詳しい業績につきましては、日本林学会、各県の研究報告・業務報告、林業普及関係の

雑誌などに数多く 掲載されてい ます。

また、この報告書をまとめる問にも、各県の担当者の方々は新しい知見を次々に見いだされ

て、前述の雑誌などに公表されていますので、すでに皆様の目 にとま っていることと思います。

また、当時森林総合研究所九州支所におられた河邊室長は、これらの成果は林業にたずさわ

る現場の方々に、直にお知らせすべきだと「成果発表会」を開 くことを提唱されました。幸い、

熊本県の御努力で平成10年度（小国町）と11年度（菊池市）に成果発表会を実施できました。

関係者の方々には、心からお礼申し上げます。

この報告書が、森林造成、林業の現場で、わずかでも活用されますことと、 「材質劣化を引

き起こす病害」に対するより効果的な被害予防や被害回避方法が見いだされますことを祈念し

ます。

最後に、各項をまとめていただいた宮崎県の讃井、佐賀県の灰塚、長崎県の久林の各位に感

謝を申し上げますとともに、 「材質劣化分科会」の運営、 調五・研究・とりまとめに、多くの

助言と援助をしてくださった独立法人森林総合研究所九州支所（前森林総合研究所九州支所）

の関係者の皆様方に深く感謝申し上げます。
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